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NEC ExpressS 日00シリ-ズ 
Express 5800/11 0Ri-l,ill ORi-1 



導入編 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に巧っておいていただきたい事柄について説 
日月します。また、セットアップの隐の手順を説 S 月していまず。ここで説明する内容をよく読 
んで、正しくセットアップしてください。 


「特長」 （3 ぺ-ジ） 

本製品の特長や添が（または別売品）のソフトウェア、および各種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

r 導入にあたって」 （1 1ぺージ） 

本製品をご利巧されるシステムを構築する隐に巧っておいていただきたい事柄 
や，参考となるアドバイスが記載されていまず。 

r お客様登録」 （18 ページ） 

お客様登録の方法について説 B 月しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を人手できます。ぜひ登録してください。 

「セットアップを始める前に」 （19 ぺ—ジ） 

セットアップの順唐を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購人時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

[Windows Server 2008のセットアップ」（吕2ぺージ） 

Windows Server 2008で運用する場合のシステムのセツトアップの方まにつ 
いて説 B 月していまず。 


[Windows Server 2003 x 臣4 Editions のセットアップ」 （31 ぺージ） 

Windows Server 2003 x64 Ed 出 ons で運用する場合のシステムのセットアッ 
プの方法について説 B 月していまず。 

[Windows Server 2003のセットアップ」 （41 ぺージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップのちまにつ 
いて説 B 月しています。 

r 応用セットアップ」 （81 ぺージ） 

システムの環境やインストールするオペレーティングシステムによっては， 
特殊な手順でセットアップしなければな6ない場合があります。を要に応じて 
参照して < ださい。 
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「 Linux のセットアップ」 （8 已ぺージ） 

Linux で運用する場合のシステムのセツトアップの方法について説明していまず。 


本書の中でフ□、ソピーディスクを使用した説明が記載されていますが, 
本製品は標準構成でフ□、ソピーディスクドライブを内蔵していません。 
オプションの USB フ□、ソピーディスクドライブを使用してください。 
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巧長 

お買い求め I こなられた本製品の特長を次に示しまず。 



性能 



インタフ I - ス （ 1 Gbps / 100 Mbps / 1 0 Mbps 対応） 

• 高速ディスクアクセス （ SATA および SAS 対応（オプション）） 
• Dual Channel メモリ対応 



信熙性 


E 3 拡性 _ 

• PCI Exp「ess(x8) :1ス□。ノト、 


• メモリ監視機能(エラー訂正/エラーお出) 
• 艮 IOS パスワード磯能 

• 湿度横が！ 

• ファン回転監視撒能 
• 電圧監視撒能 

• RAID システム ( SATA 2/ SA & 


PCI Express ( x 4)( コネクタは x 8)1 ス□ット装備。 
もしくはオプション実装により PCI Express x 8 
1ス□ット. PCI - X パス1ス□ット装備。 

• 最大86已の大容量メモリ 

• LAN ポートを2ポート穗準装お 

• USB 2.0 対応 


• バスパリティエラー検出 
• 異常通が 

• フ□ントぺゼルじよるセキュリティ□ック 
• 冗長フアン 


ぐに使える 



• ESMPRO/ServerAgent 

• ESMPRO/ServerManager 

• Dian 己 Scope 

• 本体遠隔監視磯能 （ EXPRESSSC 日 PE てンジン 2) 

• RAID システム管理ユーティリテイ 


BT 0 (工場組み込み出荷）じよりあらかじめ使用する 0 S の 
インストールやオプションの取り付けを指定できます。 


TO 富な機能搭載 

• EI Torito Bootable CD - ROM(no emulation mode ) 
フォーマットをサポート 

• POWER スイッチマスク 


固ス ぺ-ス _ 

• 高さ 1 U (約 44 mm ) のラックマウント 
• CD - RW / DVD - ROMK ライブ 


• ソフトウ エア Power 〇け 
• リモートパワーオン機能 

• AC リンク磯肯目 

• コンソールレス槪能 

• IPMI V2.0 じ華拠したベースボードマネージ;^ント 
コント□ーラ旧 MC ) を搭載 


回 守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 


回 己診斷機能 

• Power On Self - Test ( POST ) 

• システム設断 ( T ら D ) ユーティリティ 


胃 電力機能 


利なセットアップユーティリティ 


• スリープ機能をサポート（オプションボードに • EXPRESS 目 UILDER (システムセットアップユーティリティ） 

よっては機能しないものもある） • ExpressPicnic (セットアップパラメー女 FD 作成ユーティリティ） 

• Enhanced Intel SpeedStep ® Technology に巧応 • SETUP ( BIOS セットアップユーティリティ） 

• Enhanced Halt State に対応 


















4 特長 


本装置は、高い信頼性をお保するためのさまざまな機能を提供していまず。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供ずる監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害か6サーバを守るお停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバ、ソクアツプ装置などといつた各種オプシヨン製品により、さらなる信頼性を殖保すること 
ができます。 

各磯能はそれぞれ以下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な A— ドウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPR 日/ Server Agent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

-八ードウエア全般 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPR 日/ Server Agent 


■RAID コント□-ラ（オンボード、 
オプション） 

Universal RAID Utility 

• バックアップ管理 

DAT/AIT など4 

Windows 標準バックアップ^-ル 
ARCserve for Windows NT# 
BackupExec 、 NetBackup 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS)' 

PowerChute Business Edition* 

姓） 

無停電電源装置により.使用するソ 
フトウェアが異なります。 

ネットワーク管理 

100巨 ASE-TX 接続ポードなど' 

WebSAM/Netvisor* 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE2 エ 
ンジン2 (—部の機能の利用にはリモー 
トマネージメント拡張ライセンス*が 
'必要） 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPR 日/ Server Agent 

DianaScope 


オプション製品 
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ヴーパ管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するためじ 「 ESMPRO / ServerAgent 」 をインストールし 
てください。 「 ESMPRO / ServerAgent 」 は本体の稼動状況などを監視ずるとともに万一の障 
害発生時 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 と連携してただちに管理者へ适報します。 
ESMPRO / ServerAgent をインストールした場合、データピューアの項目ごとの機能可否は 
下記の表のとおりです。 

機能巧否表 （ Windows 用） 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する磯能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する磯能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する磯能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する磯能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする磯能です。 

メモリの論理情報参照やが態監視をする機能です。 

I/O デバイス 

〇 

I/O デバイス（シリアルポート.キーボード、マウス、ピ 
デオ）の情報参照をする磯能です。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する磯能です。 


温度 

〇 

置体内部の湿度を監視する磯能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

屋体内部の電圧を監視する機能でず。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する磯能です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (屋体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る磯能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、日 S の情報を参照する磯能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク （LAN) に閱する情報参照やノだ TV 卜 監視を 
する磯能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報をき照する磯能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する磯能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の Ml 巨項目の値 
を監視する磯能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライフなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する磯能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。 

ディスクアレイ 


〇 

LSI 社製ディスクアレイコント□-ラ (N8103-73A/80/ 

81) および Promise 社製ディスクアレイコント□-ラを監 
視する磯能です。 




* 上記ディスクアレイコント□ーラをサポートしていない 
本体装置の場合、ディスクアレイの情報はデータビュー 
アには表示しません。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer による OS ストール監視をする機能で 
す。 



〇 

0S STOP エラー発生穫の通報迦理を行う磯能です。 


〇:サポート A: —部サポートX:未サポート 



ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。をソフトウてアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの 
説日月を参照してください。 
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機能可否表 （ Linux 用) 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウ エア 


〇 

ハードウエアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する磯能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する磯能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する磯能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする磯能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする磯能です。 

I/O デバイス 

〇 

I/O デバイス （ フ□、ソピーディスクドライフ、シリアル 
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ） 

の情報参照をする磯能です。 

システム環境 


A 

湿度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能で 
す。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する磯能です。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

X 

電源ユニットを監視する磯能です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (置体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る磯能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス.ドライバ . 0 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネッ ト ワーク ( LAN ) に閱する情報参照やパケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する磯能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する磯能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ磯器やコント 
□ーラを監視する磯能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照やが用率監視をする磯能で 
ず。 

ディスクアレイ 


〇 

ディスクアレイコント□ーラを監視する磯能です。 

Windows 版 ESMPRO/Server Agent の機能とは一部異な 
リます。 

障害通報機能のみのサポートです。 




※別違、ディスクアレイコント□-ラの RAID システム監 
視ユーティリティがみ要です。 

その化 


〇 

Watch Dog Timer による OS ストール監視をする機能で 
ず。 



〇 

0 S STOP エラー発生後の通報処理を巧う磯能です。 


〇:サポート A :—部サポート X : ホサポート 

サポートされていない一部のファン情報はグレイアウトされます。 

機種によっては一部の機能をサポートしていなし > 場合もありまず。 

また、「リモートマネージメントカード」を装着することにより、次の機能やツールをサポー 
卜し、サーバ管理を確実で容易なものとしまず。 

• 電源ユニットの監視 

• 八ードウエア障害のシステムイベント□グ （ SEL ) 生成機能 

• ウォッチドッグタイマじよる 0 S ストール監視 

• 0 S ストップエラー発生後の通報処理 


Windows 版との機能差分について 

ESMPRO / ServerAgen 让 rF の機能がホサポートとなつております。 

• データビューアでの DMI 情報の表示 

データビューアでのディスクアレイ情報の表示（障害通報機能のみサポート) 
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ストレージ管理 

大容量のストレージ機器を管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。オンボードまたは、オプションの RAID コント □- 
ラ （ RAID コント □— ラ N 8103 -116/1 17/1 18) を使用することにより、八ードディス 
クドライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 
使用できる RAID コント□-ラは、本体装置のモデルにより異なります。 

-オンボードの RAID コント□-ラ （LSI Embedded MegaRAID ™) 

オンボードの RAID コント日ーラ （LSI Embedded MegaRAID ™) によって、 

RAID システムを構築ずることができまず。 RAID コント□ーラがサポートする 
RAID レベルは ， RAID 0または RAID 1です。 

RAID システムの構築、設を，管理には 、 [LSI Software RAID Configuration 
Utility 」 や >「Universal RAID UtilityJ を使巧します。 

詳細は、「2八ードウェア編 RAID システムのコンフィグレーション」 （197 ペー 
シ‘）、 「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」（240 ぺージ）を参照してくださ 

い。 

- オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -116/1 17/1 18) 

オプションの RAID コント □— ラ （ N 8103 -116/1 17/1 18) は、本体装置の八ード 
ディスクドライブを使用して RAID システムを構築します。 

- 本体装置の八ードディスクドライブを使用して RAID システムを構築する RAID 
コント□-ラ 

N 8103-1 16 RAID コント□-ラ （128 MB , RAID 0/1)、 N 8103 -1 17 RAID 〕 ン 
卜□-ラ （128 MB，RAID 0/ 1/5/6), および N 8103 -118 RAID コント □— ラ 
(256 MB , RAID 0/ 1/5/6) の3種類げあります。 RAID コント□ーラがサポート 
する RAID レベルは、 RAIDO , RAID 1 、 RAID 10 、 RAID 5です。 

N 8103 -116 で RAID 5 を使巧するには，オプションの 「 N 8103 -1 19 RAID 
アップグレードキット」を使用します。 

RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebB の S 」 や 、 「Universal 
RAIDUtility 」 を使用します。詳細は、オプションの RAID コント□—ラに添付 
の説明書や、「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」（240 ぺージ）を参照 
してください。 

RAID システムの設定は、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設定で 
きます。より詳細な設定をするお要があるときは、それぞれのコンフィグレーション 
ユーティリティを使用してください。 

RAID システム管理ユーテイリテイは ESMPRO / ServerManager や ESMPR 0/ 
ServerAgent との連携により、 RAID システムの状況を卜ータルに監視し、障害の早期発 
見や予防措置を行い、八ードディスクドライブの障害に対して迅速に対処することがで 
さまず。 




Universal RAID Utility 、 ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、 
本体に標準で添付しています。ソフトウ X アのインストール方法や使用ちま 
は、各ソフトウェアの説明を参照してください。 





パト□ールリードと醫合性チてックによる予防保守 

八ードディスクドライプの後発不良に巧ずる予防保守としてパト□ールリー 
ドが有効でず。パト□ールリードにより、後発不良を早期に発見でさまず。 
パトロールリード機能をサボートずる RAID コント□—ラを使用ずる場合は、 
パトロールリードを使用してくださし1。パト□ールリード機能をサポートしな 
し、 RAID コント□—ラ（オンボードの RAID コント□—ラ （LSI Embedded 
MegaRAID)) では、パト□-ルリードの巧わりに整合性チェックを使用して 
ぐださい 
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• バックアップ管理 

走:期的なバックアップは，不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置などと各種ソフトウエアを使って走期的にバックアップをとってください。容 
量やお送スピード、バックアップスケジュールの設定など、ご使用になる環境に合わせ 
て利巧して< ださい。 

バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□-ラボードがあ要 
です。 


アプリケーシヨン名 

説明 

NT 巨 ackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを巧うときに使巧。 

ARCserve (コンピュータ ■ 

アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

巨 ackupExec(Symantec 社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

Net 巨 ackup(Symantec 社） 

異種プラ、ソトフォーム環境で統台的な制御/管理を実現した、 
BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システ 
ムまで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標 
準サポート。 D 己オンラインバックアップなどに対応可能。 


DataCenter 



BackupExec 


Net 己 ackup 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力日え、電圧低下、過負荷醒電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因と 
なる場合があります。 

お停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリか6電源を供給し、システムの停止を防ぎまず。システム管理をは、その 
围にファイルの保存など、'必要な処理を斤うことができます。さ6に電圧や電流の変動を巧 
え，電源ユニットの寿命を延ばして平均故障圍隔 ( MTBF ) の延長にわ貢献します。また、ス 
ケジュールなどによる本体の自動-無人運転を実現することもできます。 

本製品では> APC 社製 Smart - UPS の無停電電源装置を接続オプションとして用意していま 
ず。管理-制御ソフトウエアとして ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / Automati - 
cRunningController などがあります。 


ネツトワーク管理 


ESMPRO / ServerMan 明 er 、 ESMPRO / ServerAgent を使用することによん本体に巧蔵さ 
れている LAN 力ードの障害や、回綜の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の WebSAM / Netvisor を利用することじより、ネットワーク全体の管理を行うこ 
とができます。 


リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSC 0 PE エンジン2と EXPRESS 己 UILDER に収め6れているアプリ 
ケーション 「 DianaScope 」 を使用することにより、 LAN / WAN を介した本体のリモート監 
視や管理をすることができます。 

EXPRESSSC 0 PE エンジン2が提供するリモート管理機能は下のとおりです。 

• 温度/電圧/ファン/八ードディスクドライブの監視 

• 八ードウエア障害のシステムイベント□グ ( SEL ) の生成機能 

• ウォッチドッグタイマじよる 0 S ストール監視 

• 0 S ストップエラー発生後の通報処理 

• Web ブラウザを使用したリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 システム 
イベント□グ ( SEL ) のお認など） 

• リモート KVM 機能、リモートデバイス機能(オプションのリモートマネージメント化張 
ライセンスがあ要です。） 

• DianaScope による LAN / WAN 経由でのリモート制御、複数台装置の集中管理 


Web ブラウザを使用したリ モー ト制御やリ モー ト KVM 機能，リ モー トデバイス機能について 
は EXPRESSBUILDER 内の 「 EXPRESSSCOPE エンジン2ユーザーズガイド」を参照してく 
ださい。 
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導入にあたって 

本装置を導入ずるにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、 trF の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説巧のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各八ードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などをお討し、それに合わせてあ要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインス I ル/設定を行ってください。 


稼動げ況. P 章害の監視、および保守 

本体に標準添付の 「 ESMPRO / ServerManager 」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利巧するこ 
とにより、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万 
一の場合に迅まに対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルか6システムをずるよラも、がけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート适報を受信し 
て保守を巧う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、ほコストで Express 5800シリー 
ズの 障害監視.保守を行うことができまず。 
r エクスプレス通報サービス」を利用することわご検討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について殖認してください。 

出荷時のげ態を確認しましょう 

本製品を導人する前に、化荷時の状態を殖認しておいてください。 

• システムやオペレーテイングシステムのインス I ル状態について 

をでじよリ化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

巨 T0( 工場組み込み化荷）にて Windows Server 2008, 

Windows Server 2003 x64 Editions. Windows Server 2003、または 

Linux のインストールをま旨定された場合。 

ホインスI—ル 

巨 T0( 工場組み込み化荷）による OS のインストールを希望されなかった場 
合。 


化荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、企、要なセットアップ作 
業が異なります。13ページの説明に従ってセットアップを巧ってください。 
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セットアップの手順を確認しましよう 

システムを構築するじあたり、「セットアップ」はお要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか十分にお討してく 
ださい。 

か要のない手順を含めたり、必、要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安走した運用と機能を十分に発揮 
でさな<なります。 


• <その1> 運用ち針と障害対策の検討 

八ードウエアが提供する機能や探用ずるオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策ち法が異なります。 

「特長 （3 ページ)」に示ず本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築でき 
るよう検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることちひとつの手だてです。 


• <その2> A - ドウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップをお実に巧います。この後の「システム 
のセットアップ」を始めるために運巧時と同じ状態にセットアップしてください。詳し 
くは、19ぺージじ示す手順に従ってください。 

八ードウ王アのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれまず。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフトウエアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 


• <その3> システムのセットアップ 

オプシヨンの取り付けや团 0 S の設定といった八ードウエアのセットアップが終わった 
6、八ードディスクドライブのパーティシヨンの設定や RAID システムの設定、オペレー 
ティ ングシステムや管理用ソフ トウエアのインス I ルに進みます。 

< BTO 江場組み込み出衙時の巧期設定 ( Linu 幻> 

BTO (工場組み込み出荷）を指をして Linux サービスセットを購入されたお客樹ま、 
Linux サービスセットに添付される「初期設をおよび関連情報について」を参照し、 
Linux の初期導人設定を巧ってください。 


<再セットアップ ( Linux サービスセットを購入された場合) ( Linux )> 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD が提供する自動セットアップユーティリティ 
r シームレスセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 
RAID システムの構築や 0 S 、 を種アプリケーションのインストールに必要な情報を 
逞択' 入力すると、後は簡易的な操作で BTO (工場組み込み化荷)時の状態に復元す 
ることができまず。 
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く 未インストールか 5 のセットアップ-再セットアップ (Linux )〉 

r シームレスセットアップ」を巧うか、もしくは5乘がの 「 EXPRESS 巨 UILDER」DVD 
に格納されているオンラインドキュメント 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server イ 
ンストレーシヨンサプリメントガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4 .日インストレーシヨ 
ンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を巧ってください。 

本装置がサポートしている OS ( Liriux ) は次のとおりです。 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

参 Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 

• MIRACLE LINUX V 4 .日 - Asianux Inside * 

• MIRACLE LINUX V 4 .日 - Asianux Inside for x 86-64 * 

* Express 5800 /110 Ri -1 モデルのみサポート。 Express 5800 / i 1 IORi -1 
モデルはホサポート。 

く 初めてのセットアップの場を (Windows )〉 

初めてのセットアップでは、お客様がミ主文の際に指定されたインス!•''ールの状態に 
よってセットアップの方法が異なりまず。 

• 「カスタムインストール」を指定して購入された場合 

本装置の電源を ON にずれば自動的にセットアップが始まります。セットアップ 
の途中で表示される画面のメッセージに従って必要事項を入力していけばセッ 
トアップは完了します。 

• 「未インストール」にて購入された場合 

くホインストールからのセットアップ-再セットアップの場合>1こ示ず手順に 
従ってください。 
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く 未インストールか6のセットアップ-再セットアップの場合 (Windows )〉 

本装置で未インストールからのセットアップ-再セットアップをサポートしている 
0 S ( Windows ) は次の通りです。 

• Windows Server 2008 Standard 64 bit ( x 目 4) Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2008」と呼ふ‘） 

• Windows Serve 2008 Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2008」と呼ふ‘） 

• Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 2003 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 


• Windows Server 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

• Windows Server 2003, Standard Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

未インス I -ールからのセットアップ-再セットアップは、インス I —ルずる OS に 
よって異なりまず。 

• Windows Server 2008をインストールずる場合 

NEC 8 番街 （ ht 1: p :// nec 8. conn ) から 「 Express 580 日 Windows Server 2008 
サポートキット」を参照してください。 

ダウン□-ドぺージから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダウ 
ン□—ドし、「インス!-ール補足説明書」を参照の上、インストールを巧ってく 
ださい。 

• Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールずる場合 

添がの 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD 1 こ格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003 x 64 Editions インスト レーシヨ ン サプリ メントガイ 
ド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

• Windows Server 2003をインストールする場合 

本書の43ページを参照し、「シームレスセットアップ」を行うか、ミ乘付の 
「 EXPRESS 巨 UILDER」DVD I こ格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリ^ントガイド」を参照 
し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 
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• <その4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解まができるよラ障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2008 、 Windows Server 2003 x 64 
Editions、Windows Server 2003に関しては、本書で説 b 月しています。 

• <その已> 管理用ソフトウェアのインス!-―ルとセットアップ 

使用する八ードウェア/ネットワーク環境へ合うようじ、インス!ルが完了したソフ 
トウェア旧 TO で化荷時に組み込まれたものを含む）のパラメータを設定します。 

また、本装置と同じネットワーク上へ管理 PC (—般的な PC が使用巧）をを義し、管 
理-監視用のソフトウェアをインストールします。 

詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。 

• <その6> システム情報のバックアップ 


r オフライン保守ユーティリティ」を使ってマザーボード上の装置固有情報をバック 
アップします。マザーボードが故障した場合、ボード交換後、この情報をリストアする 
ことじよって交換 W 前と同じ状態にすることができます。詳しくは80ページをご覧くだ 
さい。 
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各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 
ESMPRO / ServerManager ， または別売の同ソフトウェアが'必要となります。この後で説巧 
するセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）じ従って各ソフトウェ 
アのインストール、およびか要な設をを巧ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、 iU 下の点にごを意<ださい。 

• サーバ管理機能を利用ずるにあたって 

本体の各コンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使用状況の監視やオペ 
レーティングシステムのストール監視など，監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent でしきい値などの設走があ要じなります。詳 
細は、各ソフトウェアに関ずる説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

• ストレージ管理機能を利用ずるにあたって 

一 RAID システムを使用ずる場合 


オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプシヨ 
ンの RAID コント□-ラ （N 8103 -116/1 17/1 18) を使用ずる場合 、 Universal 
RAID Utility をインストールしておくあ要がありまず。「ソフトウェア編」の 
「Universal RAID Utility 」（240 ぺージ）の説日月に従って Universal RAID Utility をイ 
ンストールしてください。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使ってを期的に 
へ、ソ ドを清掃するようムがけてください。 へ、ソ ドのミちれはデータの読み書きエラー 
の原因と なり、 データを正しく バックアップ/リストア できなくなります。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

一 無停電電源装置 （ UPS ) を利用するには、制御用ソフトウェアがあ要でず。制御用 
ソフトウエアには、 ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRunningCon - 
trailer のご使用を推奨しまず。 

一 お停電電源装置 ( UPS ) を利用ずる場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動お 
動などを行うじは B の S の設定があ要となる場合がありまず。「システム B の S の 
セットアップ （164 ぺージ)」を参照して、 「 Server 」 メニューじある 「 AC - LINK 」 
の設定をご使用になる環境に合った設をに変更してください。 
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ぉ客様登録 

NEC では、製品ご磨人のお客様に 「 NEC ビジネス PC / PC サーバお客様登録サービス」への 
登録をお勧めしております。 

次の Web サイトか6ご購入品の登録をしていただくと、お問い合わせサービスなどを無料で 
受けることができます。 

http://club.express.nec.co.jp/ 


フ T イルの S ■集®ま示が 6S に入り必ツ-ルの N け出） 


お客な登録 


NEC ビジネス PC/PC サーバ 


お客樓登録 


8*i 占卜''，づベー -V 


Express 扣阳シりーズ 
の tub Express) 

tXS-^iS： 



N 防 PC ヴーバ （Expres 由 800 シリープ)、ピジネス PC(Mate&VersaPro) をご宙入いただき HI；： ありがとろごさいます. 

3左街では、おを谷への巧 S 品のごち巧り团入 S 品の巧果のなこ申旧をブボートするためにわを巧登召ヴービスそミ巧 
してわります。 

き结科無科にてご謂入いただいた S 品をご畳执>ただけますので、ぜひわ申しをみください， 

XWLUESTOR LtW のお sasa につ 93 して W の — ， I こて * 巧す • こ sa モこ S くたみ 1- 

I ご SS いただぐと、巧め巧 A ヴービス％攫ないたします。 

I Expres 85800シリープを麵入なまないただいたちには". 

Web テクニ占 ル巧さわせなービス 

Express 6800ソ J - 夕巧するき本的なテクニ刀 f 畑し i をねせこ!促 L にします。 

なち，細しせむサのけかこつをミしては-巧*!应がごがほす。巧し (1ち3£: だがださい ■ 

エクスブレス•-ビス边《レポート《亞 

r エクスブレス朔クービス J にご 扣入 L たどい n 1る活を、 JT* お品妨 I 巧レポートぞ U アル$イ山こご话なIただ]巧す。エクスブレスな 
扣ヴービスこつをまして13 こちらな ご篇< た巧1。 


わ SfWS 巧ィド 
• わ 巧硝。* 



• EXPR ESS 巨 U 正 DERggR 


I ヒジみ XPC く曲 te&VersaPro お宙入畳か、にたいとちには… 

ビジネス KW 入•なけ y- ル E 倍 tj •-ビス 

つ《文い卜机な - PC * 山け h * のこつ II 曲 S かめの《西々サボ-卜 B 巧なド y . y - ii ぶ田■ホし主す，距,<は-ち wrg くド巧 .k 


I を員畳沒だけでも"- 


y- ル E 倍サービス 

コ«入虽お町こちみい t®J、 なくても E か ess58 町ンリ-义ピ y ネス PC®* 巧I宙姑を巧煤する r 巧低>(-1レ」逊ないたします。 



Iffi 巧88•□クイン 


新角を 員登録の方ん 


ミ員登録 巧みの 方ん 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明しまず。セツトアップは八ードウエアから始め 
ます。 



日 TO (工場組み込み出巧）にて Windows のインス!ルを指定した場合は、 
本体に Windows のプ□ダクトキーび記載された ID ラベルび目占りつけ5れてい 
まず。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

11111111111111111111111111111 llli 

00000 - 000 — 000-000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インス!ル時に必要な情報でず。 
剥びしたりミちしたりしないよラ取り扱いにごま意くださし V もし剥がれて紛失 
したり‘汚れて見えなくなった場合でも、ラベルの再発行はできませんので、あ 
6かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されること 
をお勧めしまず。 


EXPRESSBUILDER 方;ヴポートしているヴービス パック 


本体に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD では、 W 下の OS インストールメディア及びサービ 
スパックの組み合わせをサポートしています。 

• Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition 


— OS インストールメディア （Service Pack 2内包版） 

— OS インストール^ディア （Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

— OS インストールメディア （Service Pack 無し） 


• Windows Server 2003 R 2 

— OS インストールメディア （Service Pack 2内包版） 

— 0 S インストール^ディア （Service Pack 無し）十 Service Pack 2 
— OS インストールメディア （Service Pack 無し） 


• Windows Server 2003 

— OS インストールメディア （Service Pack T 内包版） 

— 0 S インストールメディア （Service Pack 1内包版）十 Service Pack 2 
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EXPRESSBUILDER がヴポートしている大容量記憶コント□—ラ 


ここでは Windows Server 2003 x 64 Editions および Windows Server 2003のセットアップ 
をする場合の確認事項 I こついて説明しまず。 

Windows オペレーティングシステムのインス!•ールをずる際は、八ードディスクドライブや 
その他大容量記憶装置に接続されたコント□-ラ（ボード）に対応したデバイスドライバが必 
要になります。 

以下に添がの 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD がサポートしている本製品用のボードを示します。 
もし、下記じ(外のオプションボードを接続しているときは、ボードに添付の説明書と「応用 
セットアップ」 （81 ページ)を参照してセットアップしてください。 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインストールをサポートしているボード 

- N 8103 -116 RAID コント□ーラ （128 M 目、 RAID 0/1) 

- N 8103 -1 17 RAID コント日ーラ （128 M 目、 RAID 0/1/ 目/ 6) 

- N 8103 -1 18 RAID コント日ーラに 56 M 目、 RAID 0/1/ 目/目） 

- オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) 

• その他のオプション 

- N 81 03-75 SCSI コント□-ラ 
- N 81 03-95 SCSI コント□-ラ 
- N 8103 -104 SAS コント□-ラ 
- N 8103 -107 SCSI コント□-ラ 



• 上記オプションカードに関しては、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが 
収録されています。 

• 上記 RAID コントローラなかを使用した場合は、シームレスインストー 
ルに失敗し ます。 を種ボードに添付の説明書をご参照願います。 



次の順唐で八ードウエアをセットアップしまず。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける（一135ぺージ)。 



Windows Server 2003をがまいの環境で DIMM を増設した場合は、 OS の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してくださし、。詳しくは45ぺージ 
を参照してください。 


2. 本体に最も適した場所に設置するい113ぺージ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続する（一 
122ぺージ')。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続ずるい121ぺージ)。 
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已.八ードウエアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

1日4ページを参照してください。 

W -0 日 IOS のパラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
て < ださい。 

引き続き、オペレーティングシステムのセットアップへ進んでください。 


オペレーテイングシステムのセットアップ 


ハードウエアのセットアップを完了後、(下のフ□一に従ってオペレーティングシステムの 
セットアップを進めてください。 

Windows Server 2008 / Windows Server 2003 x 64 Editions / Windows Server 2003 U 
外の Windows のインストール方法については、お買い求めの販売店または保守サービス会社 
しお問し'^合わせくたさし、 


I インストールする 0S は？ 



セットアップ売了 


-1 日 TO (工場巧み这み化巧）を指定して Linux サービスたツトを！!入ごれたお客なは. 

Linux ヴービスセツトに巧けごれる r あ期おまおよび関通 情 巧にごいて J をを巧してくだごい。 
*2 「EXPRESSBUILDERJ DVD にち巧ごれているオンラインドキュメントの Lin 山(巧 
「インストレーシ3ンサプ U メントガイド J をを巧して<だご 
*3 Windows Server S008 ちインス! -- ルする場なん NEC 日里を （h 行 p://necB.com) 

か5 「Express 已800 Windows Server 200日サボートキツりをを巧してくだご L、。 
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Windows Server 2008のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008やシステムのセット 
アップをします。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


「BTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインストール」を指走して購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がずぐに使えるようにパーティシヨンの設定か6、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがずベてインストールされています。 


一^ ここで説明する手順は，「カスタムインス!'ール」を指定して購入された製品 
臣三；巧 でネリめて電源を ON じずるときのセットアップのち法じついて説 B 月していま 
ず。再セットアップをずる攝合は、 NEC8 番街 （ http://nec8.com ) から 
「Express 5800机 indowsServer 2008サポートキ、ソト」を参照してください。 
ダウン□-ドぺージから 「Windows Server 2008対応差分モジユール」をダ 
ウン□ードし、「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを巧つ 
てください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点についてお認してください。 

本体の八ードウェア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
才ーダー旧 TO (工場組み込み出荷)）によって異なります。 

下図は，八ードディスクドライブのパーテイシヨン構成について図解しています。 



八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しば6くすると、 [ Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 
t (降、画面の指示に従ってを要な設をや表示内容をよ<殖認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を殖認して 
ください。 

システムが起動しまず。 

(1)[ Windows のセットアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックずる。 



に ） Windows Server 2008セットアップ完了後、□グオンずる前に W 下の画面が 
表示されパスワードの変更が要求されたら、 [ OK ] をクリックする。 


fX) ューグーは g 巧に □クマンすを 苗に/ U •つードを 至 E レな け 阳な 《ウまだん. 
[ OK I 丰 サン 它ル 

回 ! Hid!] .冷 Windows Server 2008 


口）パスワードを変更し [り] をクリックする。 






'面 巧ご み . WindowsServer 7008 

- — Standard 
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Windows Server 2008ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設をす 
ることができません。 

• 大文字*小文字-数字が湿在すること 
また、パスワードは6文字凹上を推巽します。 


(4) 以下のメッセージが表示されたら、 [ OK ] をクリックする。 



(日）□グイン後「初期構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設をする。 



2 . rr デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」 （ 2 日ページ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をずる。 

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないちのがある場をは、ド 
ライバをインス I ルずる。 

4. IT 障害処理のためのセットアップ」 （67 ページ)」を参照して障害処理のための 
セットアップをする。 

日.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をずる。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されていまず。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

ーエクスプレス通報サービス* 

— Universal RAID Utility * 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) (CPU アーキ 
テクチャに関わらず、 （ x 86) を使用します） 

上記のソフトウェアでド」印!のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 

己又たしてく/しご-し''。 






















導ん漏 2 已 


6. 80ぺージを参照してシステム情報のノ くックアップをとる。 

じ(上でカスタムインストールで購入された製品でのネリめてのセットアップは終了です。 

再セットアップや「システムのアップデート」を再を実施する際は NEC 8 番街 （ http :// 
nec 8 .com ) から rExpress 580 日 Windows Server 2008サポートキ、ソト」を参照してください。 
ダウン□ー ドぺージから 「 Windows 2008対応差分モジュール」をダウン□ー ドし、「インス 
トール補足説明書」を参照の上、インストールを巧ってください。 


デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセツトアップについては、オプションに添付 
の説 B 月書を参照して< ださい。 


• 「システムのアップデート」を再を実施する際は 、 「Windows Server 
2008対■応差分モジュール」が也、要です。 NEC 8 番街 ( http :// nec 8 .com ) 
から 「 Express 日800 Windows Server 2008サポートキット」を参照して 
くださし、。 

• 「カスタムインストールモデル」購入時は、「システムのアップデート」 

は実施沼みです。 


LAN ドライバと PROSet のインス I ル 

LAN ドライバと PROSet は化荷時にインストールされています。 


If エック J 


ドライバおよび PROSet に関する操作は、'必ず本体装置に接続されたコンソー 
ルから管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 0S 
のリモートデスクトップ禮能またはその他の遠隔操作ツールを使巧しての作 
業はサポートしておりません。 



• N 8 104- 125を追力□接続ずる場合の対応 

N 8104-125を追力□接続する場合には、じ(下の手順にて LAN ドライバと PROSet をアン 
インストール後、 N 8104 -125 を接続した状態で 「Windows Server 2008対応差分モ 
ジュール」にてシステムのアップデートを実施し、 LAN ドライバと PROSet を適巧して 
ください。 

<LAN ドライバと PROSet のアンインスIル手順> 

1. 現在のネットワークアダプタやオプションネットワークボードの設定情報を控え 
る。 



標準装備のネットワークアダプタやオプションネットワークボードでチーム（ 
ネットワークアダプタのチーム）を構成している場合はチームを削除してくだ 
さい。削除の前には IP アドレスなどの設を情報を控えておき、再インストール 
後に改めて設をしてください。チームの削除手順は「アダプタフオルトトレラ 
ンス （ AFT )/ アダプティブロードバランシング ( ALB ) のセットアップ」に記述し 
ています。 


2 . 


コント□—ルパネルか5[プ□グラムのアンインスI-ール]をクリックずる。 
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3. [ Intel ( R ) Network Connections 12.4.38.0] をダプルクリックする。 

[インテル ( R ) ネットワークコネクション(オプションの削除)]が表示されます。 

4. [オプションの削除]で削除項目が選択されているのでそのまま[削除]をク U ックす 
る 0 

[インテルが）ネットワークコネクション-ソフトウエアの削除]が表示されます。 

已.[はしりを選択する。 

自動でアンインストールが開始されまず。 

6. [ InstallShield ウィザードを完了しました。]と表示されるので[完了]をク U ック 
する。 

スシステムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 


オプシヨンネットワークボード 

オプションネットワークボードは N 8104 -109/ 115/122パ25となりまず。 N 8104 -125 を使 
巧する場合は前項の「 N 8 104- 125を追力□接続する場合の対応」の手順に従って設をを行って 
ください。 

N 8 104- 125じ(外のオプションネットワークボードを接続する場合， 0 S のプラグアンドプレイ 
機能が動作し、ドライバが自動でインストールされまず。 



オプシヨンのネットワークボードも転送まちと Duplex モードの設をが化要で 
す。[ネットワークドライバのセットアップ]に9ぺージ）の項を参照して転送 
速をと Duplex モードの設をを行って < ださい。 
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アダプタフォルトトレランス ( AFT )/ アダプテイブ□-ドバランシング ( ALB ) のセットアップ 


アダプタフォルトトレランス (AFT) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されているア 
ダプタじ障害が発生した場合自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるわのでず。 
また、アダプティブ□-ドバランシング (ALB) とは複数のアダプタでチームを作り、サーバか 
6送受信パケットをチームずベてのアダプタか6巧うことにより、スループットを向上させる 
ものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボード 
です。 


「 Windows 20 OS 対応差分■モジュール J にてシステムのアップデートを実施 
邑3 した場合は、再起動を行った樹こ AFT / AL 日のセツトアップを行ってください。 


<チームのセットアップ手順> 

1. コント□-ルパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をク U ックし、[デバイスマネージャ ] を起動ずる。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルク U ックずる。 

3. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

4. チームの名前を入力を、[次へ]をクリックする。 

已.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をク U ックする。 




6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダプティブ□—ドパ' 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をク IJ ックする。 

1 . [完了]をク U ックする。 

8. [デバイスマネージャ]より、上記の手順で設定したチームのアダプタを夕‘ブルク 
U ックしてプ□パティを開き、[設定]のタグを選択し、[チームの編集]をクリック 
する。 

9. チーム内のアダプタに巧しプライマ U / セカンダリ設定を行う場合、 L ソ下の操作を 
行ラ。 

ープライマリ設定 

プライマリに設走するアダプタを違択し、「プライマリの設定」をクリックず 

な。 


1つのチームに含め5れるァダプタは2つまででず。ァダプタを3つな上含めた 
チーム構成での運用は未サボートでず。 


ーセカンダリ設定 

セカンダリに設走するアダプタを逞択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
な 0 


プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0K] をクリツクして画面を閉じてくださ 
い。 
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プライマリ/セカンダリ設をはな下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チー ム内のアダプタ]のをアダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


10. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をク1」ック後、スイッチのテスト画面が表 
示された S 、 [テストの実行]をク U ックして実行ずる。 

実行した結果，聞題なしのメッセージが表示されれば> テスト完了です。 

11. システムを再起動ずる。 

w 上で完了です。 

<チームの 削除手順> 

1 . コント□-ルパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をク U ックし、[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、チームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をク U ックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので、[はい]をク U ックする。 

已.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 



• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のチームとして指定ずるネット 
ワークアダプタは、同ースイッチング A ブ （ L 2) に接続されることを 
巧奨しまず。異なるスイッチングハプ （ L 2) でら使用でをますび、 
異なるスイッチング八ブ （ L 2) に接続ずる場合は、ずべて同一 LAN 
(同ーネットワーク）上にを在ずる必要びあるため、カスケード接病に 
して < ださい。 

• アダプティブ□-ドバランシング （ ALB ) を使用ずる場合は、スイッチ 
ンヴ J け ( L 2) にのみ接続できまず。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換ずる場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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ネットワークドライバのセットアップ 

<転送速度の設定> 

転送まをについては下記の手順に従って、ネットワークアダプタへ転をま度と Duplex モード 
の設定をしてください。また、 IP アドレスを設定ずる際、[インターネットプ□トコル ( TCP / 
IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックを付けてから IP アドレスの設ををしてく 
ださい。 

1. コント□-ルバネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をク U ックし、[デバイスマネージャ ] を起動ずる。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82已6色 DM -2 Gigabit Network 
Conne 巳 tion ] または [ Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Connection ] をダブル 
ク U ックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

3. [1」ンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をスイッチング八プの設 
定値と同じ値に設定ずる。 

4. ネットワークアダプタのプ□バテイのダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 


W0L のセットアップ 

WOUWake On Lan ) の設をを行いまず。 

W 下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を巧ってください。 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On LAN ] 内に下記の項目にチェックを入れる。 

— Wake On Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

— 電源オフ状態か 6 の Wake On M 明 ic Packet 

Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが 
入っています。 




4. ネットワークアダプタのプ□バティの [0 K ] をクリックする。 
已.すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


[Wake On LAN ] 巧の設定を行えないアダプタは WOL をヴポートしておりま 
せん。 
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グラフ ィツ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ 、ソ クスアクセラ レー タドライバは、化荷時にインストールされています。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 己/日已/1 07) を使用する場合 

SCS ロント□-ラ ( N 8103 -75/95/107) を使用する場合、または追力□接続する場合、 0 S のプ 
ラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインス I ルされます。特に作業はあ要あ 
りません。 


Fibre Channel コント□-ラ（ N 81 90-1 27/131 ) を使用する場合 

Fibre Channel コント□ーラ （ N 8190 -127/131) を使用する場合、または追力□接続する場合、 
0 S のプラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業 
はを要ありません。 


障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害か6より早く，お実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については67ページをご覧ください。 


Hyper-V ①ヴポートについて 

Hype 「- V のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

httpV / support . express . nec . co . jp / w 2008/ hyper - v.html 


再セツトアツ 


Windows Server 2008の再セットアップをする場合は、 NEC 8 番街 （ http :// nec 8 .com )から 
「 Express 5800 Windows Server 2008サポートキット」を参照してください。 

ダウン□-ドぺージから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダウン日ードし、 
r インス!''ール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。 
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Windows Server 2003 x 目4 Editions 

のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003 x 64 Editions やシステ 
ムのセットアップをしまず。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「BTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定か6、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインス!ルされています。 


^ ここで説明する手順は>「カスタムインストール」を指をして購入された製品 
巨ち巧] でネリめて電源を ON じずるときのセットアップのちまじついて説明していま 
す。再セットアップをする場合は， 「EXPRESSBUILDER」DVD に格納されて 
いるオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 R2, Standard x64 
Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」の「マニュアルセツトアツ 
プ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点じついて殖認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインス I ルされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
才ーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）じよって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティション構成じついて國辭しています。 


r 


空きエリア 


Windows Server 2003 x64 Editions 


八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しば6くすると、 [ Windows セットアップウィザードの開始]画面が表示されます。 
じ(降>画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよ<お認し、[次へ]をクリックし 
てセットアップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諸契約)画面では、使巧許諾契約の内容をお認して 
ください。 

一[ソフトウェアの個人用設を]画面では、を前や会社をまたは組織をを人力します。 
-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを達択しまず。 

—[コンピュータさ!と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータをと 
Administrator のパスワードを入力してください。 

一[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設をしてください。 

一[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設走を逞択します。 

一[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインじ参力□させるか選択し 
ます。 


システムが再起動します。 

2. 「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」 （33 ぺージ）を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をずる。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、ド 
ライパをインス I -―ルする。 

4. 「障害処 I 里のためのセットアップ」（日7ぺージ）を参照して障害処理のためのセッ 
トアップをする。 

已.出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をずる。 

インス I '―ル済みのソフトウェアはお客様が購入時に指走したものがインストール 
されていまず。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/Server Agent 

ーエクスプレス届報サービス* 

— Universal RAID Utility * 

— Microsoft . N 口 Framework Version 2.0再頒巧巧能パ、ソケージ ( x 64) 

- Microsoft Visual C ++ 200已 SP 1 再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) CCPU アーキ 
テクチャにかかわらず、 （ x 86) を使用します） 

上記のソフトウェアで「*」 EP のあるものは、お客様でご使用じなる環境に合った状 
態に設定または殖認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウ I ア」を参照して使用環境に合った状態に 
取ぶしてく t 一 < d し、。 

6. 80ぺージを参照してシステム情報の J (ックアップをとる。 

上でカスタムインストールで贈人された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「マニュアルセットアップ」を使用してください。「マニュアルセットアッ 
プ」は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD 1こ格納されているオンラインドキュメント [Windows 
Server 2003 R 2, Standard x 64 Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照し 
てください。 
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デバイスドライバ（本体標準装備）①セットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについては、オプションに添付 
の説明書を参照して < ださい。 

PROSet 

PROSet は，ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能殖認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、と J 下のことが巧えます。 

ーアダプタ詳細情報のお認 

ーループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
ー チームの設を 

ネットワークアダプタ複数あをチームとして構成ずることで、装置に耐障害性に優れた環境を 
提イ共し、装置とスイッチ聞のスループットを向上させることができます。このような機能を利 
用する場合は、 PROSet が必、要じなります。 PROSet をインストールする場合は、次の手順に 
従ってください。 

1. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

才ートランで起動するメニューが表示された6、メニュー画面を閉じてください。 

2. エクスプ□-ラを起動する。 

3. r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ dl 5¥ praset ¥ winx 64」 デイレクト U 内の 
rdxsetup . exeJ アイコンをダプルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

4. [次へ]をク IJ ックする。 

5. 使用許諾契約を読み、同意するな6ば[使用許諾契約の条項に同意しまず]を還択し 
て[次へ]をクリックする。 

6. デフオルトのまま[次へ]をク U ックする。 

7. [インス!ル]をク U ックする。 

8. [ Instal 旧 hield ウィザードを完了しました]というメッセージが表おされた S 、 

[完了]をク U ックする。 

9. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブか5取り出し、システムを 
再起動ずる。 

W 上で完了です。 


If エック I 


ドライバおよび PROSet に関する操作は，'必ず本体装置に巧続されたコンソー 
ルから管巧を権限 （ Administrator 等）で□グインして実施して<ださい。 0 S 
のリモートデスクトップ機能またはその化の遠隔操作ツールを使用しての作 
業はサポートしておりません。 
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ネットワークドライバ（標準装備）のセットアップ 

標準装備の2つのネットワークドライバは、 BTO 化荷時、または EXPRESSBUILDER か6「シ 
ステムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転をま度と Duplex モードの設ををしてく 
ださい。また、 IP アドレスを設走する際、[インターネットプ□トコル ( TCP / IP )] のチェック 
ボックスがかれている場合、チェックをがけてか 6 IP アドレスの設をしてください。 


<PROSet がインス I ルされていない場合> 

1. デバイスマネージャを起動ずる。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82已6巨 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] をタブル 
ク U ックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

3. [詳細設定]タブをクリックし、 [U ンク速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同 
じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をク IJ ックする。 

W 上で完了です。 


< PR 0 Set がインス I '―ルされている場合> 

1. デバイスマネージャを起動ずる。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82已6巨 DM -2 Gi 呂 abit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] をダプル 
ク U ックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをク U ックし、[速度とデュプレックス]をパプの設定値と同じ値 
に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□バテイのダイア□グボックスの [0 K ] をク U ックする。 

上で完了です。 



• 残り1つのネットワークポートは「管理用ポート」です。このポートに 
関するセットアップについては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にある 
オンラインドキュメント 「 EXPRESSSC 0 PE エンジン2ユーザーズガイ 
ド J を参照してください。 

• サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めし 
ます。[ネットワークモニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストール 
したコンピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監ネ見する 
ことができます。ネットワーク障害の解析などにち効なツールです。 
インストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を 
参照してください。 
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アダプタフォルトトレランス ( AFT )/ アダプテイブ□-ドバランシング ( ALB ) のセットアップ 


アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合、自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるわの 
です。また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、 
サーバか6送受信パケットをチームずベてのアダプタか6巧うことにより、スループットを 
向上させるものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいまず。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボー 
ドでず。 


<チー ムのセツトアップ> 


1. [デバイスマネージャ]を起動ずる。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、 [ Intel ( R ) 〜]を夕’ブルク U ックする。 

3. チーム化のタブを選択し、「その他のアダプタとチーム化する ( T )」 にチェックを 
入れ、持斤規チーム]をク U ックする。 

4. チームの名前を入力を、[次へ]をクリックする。 

已.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をク U ックする。 

6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス J 、 「アダプティブ□—ド 
バランシング」のいずれかを選択し、[巧へ]をクリックする。 

7. [完了]をク U ックする。 

8. デバイスマネージャか5上記で設定したチーム名のデバイスのプ□パティを開く。 

「設定」のタグを違択し，[チームの編集]をクリックします。 

9. チーム内のアダプタに巧しプライマ U / セカンダリ設定を行う場合、 L ソ下の操作を 
行ラ。 

ープライマリ設定 

プライマリじ設をするアダプタを逞択し、「プライマリの設定」をクリック 
する。 

ーセカンダリ設定 

セカンダリに設走するアダプタを逞択し、「セカンダリの設定」をクリック 
する。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくだ 
さい。 

プライマリ/セカンダリ設をは凶下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チー ム内のアダプタ]のをアダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを巧認する。 



AFT / AL 己のセットアップは、ドライバインス!ルを、必ず再起動したをに 
行ラ必要びありまず。 
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10. [設定]タブのまま[スイッチのテスト]をク U ック後、スイッチのテスト画面が表示 
された5、[テストの実行]をク U ックして実行する。 

実行結果> 問題なしのメッセージが表示されれば> テスト完了です。 

11. システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 


<チームの削除> 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、チームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をク U ックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので、[はい]をク U ックする。 

已.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 



• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして指定ずるアダプタ 
は、同ーパブ、異なる"ブのどち5の接続でを使用できまずび、異なる 
ハプに接続ずる場合は、ずべて同一 LAN (同ーネットワーク）上に存在 
ずる必要があるため、カスケード接続にして<ださい。 

• アダプティブ□-ドバランシング ( AL 日)を使庙ずる場合は、スイッチン 
グ"ブにのみ接続できまず。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換ずる場合 
は、おずチームを削除し、交換後にチームを再作巧してください。 
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オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットヮークボード( N 81 04-88 /109/115/122/125/1 26) を使用する場合じつ 
いて説 S 月します。 

「 N 8104 -88/ 109/115パ22パ25/126」を使用する場合は 、 fEXPRESSBUILDERJ DVD に 
格納されているドライバをインストールしてください。 


「 N 8104-109/115/122/12已/126」の場合 

「¥005¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ d 5 卸「 0 1000 ¥ winx 64」 

「 N 8104-88」の場合 

「¥005¥ win¥winn 样 w 2 k 3 amd ¥ d 6 卸「 0 100 ¥ winx 64」 

「 N 8104 -123 A 」 のネットヮークボードを使用する場合は、添付されている CD か FD に格納さ 
れているドライバを使用してください。なお、インストール手順が不明な場合は、添がされて 
いるネットワークドライバのインストール手順を参照してください。 


<オプションボード用ネットワークドライバのインス I ル> 

オプションのネットワークボード （ N 8104 -88/ 109/1 15/122/125/126) を使用ずる場合は、 
下記のインストール方法に従ってドライバのインス I ルをしてください。 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワーク アダプター [ Intel ( R ) PRO /1 000 〜] をダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PRO / 1000〜]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 


3. 

4. 

己 

6 . 



[ ?その化のデバイス] 一 [ ?イ_サネットコン トローラ] がある場合は [ ?イーサ 
ネットコン トローラ] をダブルクリックしてくださし、。 


[ ドライバ]タブを選択し、 [ ドライバの更新]をク U ックする。 

[八ードウ王アの更新ウイザー鬥が表示されます。 

[いいえ、今回は接続しません]を選択して、[巧へ]をク U ックずる。 

[-覽または特定の場所か S インストールする（詳細） ] を還択し、[次へ]をク U ックする。 
[次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェックを入れ、 


rN 81 04-109/1 15/1 22/12已/12巨 J の場合 
[¥005¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd¥d 旧 ¥pra 1000 ¥winx 巨 4] 

「 N 8104 -8 引の場合 

[¥005¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd¥d 旧 ¥pra 1 00¥ winx 64] 


と入力し、[巧へ]をク U ックする。 

ドライバのお索が開始され、お索後にインストールが始まります。しば6くすると 
[八ードウエアの更巧ウィザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

W 上で完了です。 



オプションのネットワークボードも転送まをと D 叩 lex モードの設をが虫、要で 
す。[ネットワークドライバのセットアップ] (29 ぺージ）の項を参照して転送 
速度と Duplex モードの設をを斤ってください。 
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WOL のセットアップ 

WOL (Wake On Lan ) の設走を行います。以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの 
設定を行って< ださい。 

[ PROSet びインストールされている場合] 

1. デバイスマネージャを起動ずる。 

2. ネットワークアダプタを展開し 、 [Intel ( R ) 〜]のアダプタを夕’ブルク U ックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On Lan ] 内の下記の項目にチェックを入れ 
る 0 

— Wake on Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

—電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 



Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフォルトでチェックが 
入っています。 


[Wake On LAN ] 巧の設定を行えないアダプタは WOL をサボートしておりま 
せん。 

4. ネットワークアダプタのプ□バテイの [ OK ] をク U ックずる。 

已.ずべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


[ PROSet びインストールされていない場合] 

1. デバイスマネージャを起動ずる。 

2. ネットワークアダプタを展開し 、 [Intel ( R ) 〜]のアダプタを夕’ブルク U ックする。 
ネットワークアダプタのプ□パティが表示されまず。 

3. [電力の管理]タブを選択し、下記の項目にチェックを入れる。 

一電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるよう 
にする 

一このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 




4. [詳細設定] 

已. [ PME をオンにずる]の[値]を"オン"にする。 

6. ネットワークアダプタのプ□パテイの [0 K ] をク IJ ックずる。 
スずべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


[-このデバイスで、コンピュータ①スタンバイ状態を解除でをるようにずる] 
にチェックを入れる事 ができ ないアダプタは WOL をサボートしておりませ 
ん /。 

タブを選択する。 
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グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBUILDER か6「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデルの場合は自動的にインストールされています。 

ドライバを個別に再インス I ルしたいときは、次の手順に従ってください。 

1 . 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットずる。 

オートランで起動するメニューが表示された6、メニュー画面を閉じてください。 

2. スタートメニユーか6 [プ□グラム]-[アクセサリ]の順でポイントし、[エク 
スプ□-ラ]をク IJ ックずる。 

3. r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ video 」 ディレクト U 内の [ setup . exe ] アイコ 
ンをダブルク I 」ックずる。 

メッセージに従ってインストール作業を進めてください。途中、「デジタル署をが 
見つかりません。」というメッセージが表示された場合は> [はい]をクリックし、 
インストールを続けてください。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブか5取り出し、システムを再 
起動する。 


SCSI コント□-ラ( N 8103-日已)を追加接続する場合 

本体装置へ SCSI コント□-ラ （ N 8103 -95) を追出接続すると， OS のプラグアンドプレイ機能 
が動作し、ドライバが自動でインス!'ールされます。特に作業はあ要ありません。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 已)を追加接続する場合 

本体装置へ SCSI コント□-ラ（ N 81 03-75) を追出接続すると， OS のプラグアンドプレイ機能 
が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバのアップデートが必要 
です。 

SCSI コント □- ラ ( N 8103 -75) を接続後、 EXPRESSBUILDER か6「システムのアップデー 
卜」を実行してドライバをインストールしてください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-107) を追加接続する場合 

本体装置へ SCSI コント□-ラ( N 81 03- 1 07) を追力□接続すると、 OS のプラグアンドプレイ機能 
が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。 

SCSI コント□—ラ ( N 8103 -107) を接続後、 EXPRESSBUILDER か6「システムのアップデー 
卜」を実行してドライバをインストールしてください。 
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SAS コント□-ラ( N 8 103-104) を追加接続する場合 

本体装置へ SAS コント□-ラ ( N 8103 -104) を追力□接続すると、 0 S のプラグアンドプレイ機能 
が動作しますが、ドライバは自動インス I ルされません。 

SAS コント日ーラ （ N 8103 -104) を接続後、 EXPRESS 己 UILDER か6「システムのアップデー 
卜」を実巧してドライバをインストールしてください。 


障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害か6より早く、お実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順については67ページをご覧ください。 


再セツトアツ 


Windows Server 2003 x 64 Editions の再セットアップをする場合は 、 fEXPRESSBULDERJ 
DVDl こ格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 R 2, Standard x 64 
Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照して 
ください。 
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Windows Server 2003 のセツトアップ 


J \— ドウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インス I ''ールの際 I こも参照してください。 


— "〇 Windows Server 2003 Standard Edition をご利用の場合、インストール 
邑3 に使用ずる OS インス! -- ルメディアについては、必ず 『Service Pack 1 
が内包されたメディア』をご使用ください。「カスタムインストールモデル」の 
場合は、既に Servcie Pack 1がインストールされているため、再度 Service 
Pack 1を適用ずる必要はありません。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「BTO (工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指をして購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定か6、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインス!ルされています。 


4/^ ここで説明する手順は>「カスタムインストール」を指をして購入された製品 
区ち巧 でネリめて電源を ON じするときのセットアップの方法じついて説明していま 
す。再セットアップをする場合や，その他の化荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について殖認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインス I ■'ールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
才ーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下國は、八ードディスクドライブのパーティション構成について國解しています。 



八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しば6くすると 、 [Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます 。 U 
降、画面の指示に従ってを要な設定や表示内容をよく痛認し，[次へ]をクリ、ソクして 
セットアップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諸契約)画面では、使巧許諾契約の内容を確認して 
ください。 

一[ソフトウ X アの個人用設を]画面では、を前や会社をまたは組織をを人力します。 
-[ライセンスモー鬥画面では、使用するライセンスモードを逞択します。 

—[コンピュータさ!と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータをと 
Administrator のパスワードを入力してください。 

一[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設をしてください。 

一[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設走を選択します。 

一[ワークグループまたはドメイン名]画面では、ドメインに参力□させるか違択しまず。 
システムが再起動します。 

2. 已8ぺージの手順24丄ソ降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I ルずる。 

4. 巨7ぺージを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

已.出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をずる。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指走したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがありまず。 

— ESMPRO/Server Agent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Universal RAID Utility * 

-情報提供ツール 「 NEC か6のお® 6せ」 

— Microsoft . N 口 Framework Version 2.0再頒巧巧能パ、ソケージ （ x 8 日） 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは，お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または殖認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
のをして、だ cf し''。 


"~〇 カスタムセットアップで出荷された場合、インス！ルされているヴービス 
ito パックのバージョンと、装置に添付されてし巧サービスバックのパージョンび 
異なる場合びありまず。本体にインス I ルされているヴービスバック L ソ降の 
パージョンび添付されている場合は、本体に添付の 「Windows Server 2003 
RURx 対応 (Service Pack x ) インス I ル手順 書 J を参照してヴービスパッ 
クのインス!ルを行ってください。サービスパック情報に関しては、下記ヴ 
イトより詳細情報を確認してください。 

旧番街] http :// nec 8. com / 
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6. 80ぺージを参照してシステム情報のノ くックアップをとる。 

W 上でカスタムインストールで購入された製品での巧めてのセットアップは終了です。 
再セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使用してください。 


シームレスセツトアツ 



EXPRESS 目 UILDER の「シームレスセットアップ」磯能を使ってセットアップします。 

本機能は、本体に接続された RAID コント□ーラを自動認識して RAID システムを構築します 
ので、あらかじめ、「八ードウエアのセットアップ但〇ページ）」の設定:を完了させておいて 
ください。 


EXPRESSBUILDER 


step P - 卜 * 

ブニューをを R して.な- ' J 巾 J ン S 巧してくたむ V 

•RAID 巧房り0巧インストールする点を IJ. r シームレス e ットアッブ电実行す i>j 空迎 fi して<たみ k 
•«軍5»7するち告13, rEXPFES 汪 UILDER 窗《7する J5 逊 R してくだ3い • 

C シームレス丘'；;卜7；；ゴち実円すろ 

1 Winders OEM-D かモ巧がす5 
■" LmoK 用ドラみ伊ロク$巧巧す5 

广 LmmRsMvsWi - テ-シ3ンを巧広すなし面サービス位;卜田） 

■— RAID のコンコ -T ヴレーン=ン|ち苗か一:#/ Q — ドす5 
' 広 FEBSEUILDI： 因こドライり’田□-ドする 

广口円な SSBURDER 置が了す i 

J*-- 

7 smo « 5 XX-XXI XI 


NEC 


wO シームレス セッ ト アップでは、設定によってはバードディスクの巧客を削除し 
Bto まず。入力ずるパラメータにごミち意ください。特に、 L ソ下の設定時にはミち意が 
必要でず。 

• step 4 「 RAID の設定 J 

• Step 5「メディアとパーテイシヨンの設定 J 

必要に応じユーザーデータのパックアップを取ることを推奨しまず。 


^ 本装置(こ添付の EXPRESS 巨 UILDER に対応していない RAID コント□-ラや 
区エック I SCSI ボードなどの大容量記憶装置コント□-ラを搭載し、システムディスクと 
して使用する八ードディスクドライブを接統している場合は、後述の「応用 
セツトアップ」も併せて参照してください。 



• シーム レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設定したパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1.44 MB フォーマット済み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）にイ呆存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータフ ァイルは、 EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic @」 を 
使って事前に作成してお〈ことができます。 

• ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成ち法については、227 
ぺージを参照して〈ださい。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について確認しておいてくだ 
さい。 


Windows フアミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能な 
エディションは次のとおりです。サービスパックについては 「 EXPRESS 目 UILDER がサポート 
しているサービスパック （19 ページ)」を参照してください。 

参 Windows Server ® 2003 R 2 Standard Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2003 Standard Edition 日本語版 

以降 「Windows Server 2003」と呼びます。 

上記]:外のエディションをインストールしたいときは、お買い求めの販売店または保守サービ 
ス会社しお問い合わせくたさい0 




BIOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールずる前に八ードウエアの BIOS 設定:などを確認してく 
ださい。164ページを参照して設定してください。 


Windows Server 2003 x 白4 Editions では、シームレスセットアップを使 
用できません。再セットアップずる場合は、 [Windows Server 2003 R 2, 
Standard x 64 Edition インストレーシヨンヴプリメントガイド J をを照し、 
r マニュアルセットアップ J を使用してください。 


を意すべき八ードウエア構成について 

Windows Server 2003をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような八一 
ドウエア構成においては特殊な手順がを要となリます。 

• ミラー化されているボリユームへのちインス I -- ルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームじ巧インストールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無劾にして、ベーシックディスクじ戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]か6行えます。 

• MO 装置の接続について 

Windows Server 2003をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行う 
と、インストールに失敗することがあります。ファイルシステムが正しく変換されなかつ 
た場合は、 M 0 装置をかしてインストールを最初か6やり直してください。 









導入漏 45 


• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
で < ださい。 

• 複数台の A - ドディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとずる八ードディスクドライブのほかに別の 
八ードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインストールした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの巧セットアップについては、 
「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」旧3ページ）を参照して<だ 
さい。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストー 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での 再インス!ルはできません。この場合 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されて 
いる 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してセツ 
トアップしてください。 


システムパーテイシヨンのヴイズについて 


Windows システムをインストールするために'必要なパーテイシヨンのサイズは、次の計算式 
から求めることができまず。 


インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


インストールに必要なサイズ = 3500 M 目 (Windows Server 2003 R 2) 

= 3500 MB(Windows Server 2003 
with ServicePack 1) 

= 3500 M 巨 (Windows Server 200 3 R 2 
with Service Pack 2) 

= 5300 M 目 (Windows Server 200 3 R 2 
+ Se「vicePack 2 CD - ROM ) 


= 5300 M 目 (WindowsServer 2003 with 
ServicePack 1 +ServicePack 2 CD - ROM ) 
ページングファイルサイズ（推奨）=搭載^モリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載^モリサイズ十 12 M 巨 

アプリケーションサイズ =任意 



• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを巧 
納ずるのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルが必要 
でず。また、ページングファイルび不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取でさない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルヴイズを設定してください。 

• 1つのパーティションに設定できるページングファイルサイズは最大で 
409日 M 目でず。搭載メモリサイズ X 1.已倍のヴイズが40白日 M 巨を超え 
る場合は、409日 M 巨で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
に048 MB +1 吕 MBJ でず。 

• その他アプリケーションなどをインストールずる場合は、別途そのアプ 
リケーションが必要とずるディスク容量を追加してください。 
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例えば、搭載メモリサイズが 512 MB の場合、パーティションサイスま、前述の計算方法か6 

3己00 MB + (51 2 MB X 1.己）+己 12 MB + 12 MB +アプリケーションサイズ= 

4792 MB +アプリケーションサイズ 

となりまず。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インストールにあ要なサイズ十ぺ一 
ジングファイルサイズ」よりかさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のように複数のディスク 
に割り当てることで解まできまず。 

1 . 「インス I ルに必要なサイズ+ぺージングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処 I 里のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサ 
イズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストールにあ要な 
サイズ+ぺージングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 


ヴービスパックの適用について 

• Windows Server 2003, Standard Edition をご利用の場合、インス!—ルに使用ず 
る 0 S インス!ルメディアについては、必ず 『Service Pack 1び内包されたメ 
ディア』をご使用ください。再度 Service Pack 1を適用するお要はありません。 

• Service Pack 吕び内包された OS インストールメディアを使用しインス I -- ルされた 
場合は、再度 Service Pack 2を適用ずる必要はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールずる場合は 、 Service Pack 1を適巧ず 
る必要はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールずる場合は、シームレスセットアップ中 
にサービスパックを適用しないでください。サービスパックはシームレスセットアップ 
完了を Windows Server 2003 R 2 DISC 2のインス I -―ルを実施した上で「システ 
ムのアップデート」にて適用してください。 

• 本装置に添付されているサービスバック!•ソ降のサービスパックを使用ずる場合は、下記 
サイトより詳細情報をおかめた上で使用してください。 


[NEC 8ま街] http :// nec 8. com / 




尊ん漏 47 


セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを國に示します。 




巧へ 


RAID の設定 ( Step 4) 


巧へ 


Windows の詳巧設を （ Step 5 〜1 0) 


巧へ 


A ■ラメータのセープ （ Stepll ) 


自動インストールの開お （ Stepl 2) 


お 


実行する 



* Windows Server 2003 R 2 は除く。 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウィザードおまじよりをパラメータを設定していきまず。この 
とき、各パラメータ を一つの ファイル（パラメータフ アイ ル）としてフ □、ソ ピーディスクへ保 
存することも巧能です。 


パラメータファイルを使ってセットアップずるときは、ファイル保を用として 
医三巧！ 1.44 M 己フォーマット済みの空きフロ、ソピーディスクが1め'必要となります。 
あらかじめ，お客がでフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インスI'ールのときは，保をしておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウイザードによるパラメータ入力を省略ずることができます。 


事前に IT ま意ずべき A - ドウエア構成について」 （44 ベージ) J を確認してく 
置3 ださい。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

2. 本装置の光ディスクドライプに 「EXPRESSBUILDERJ DVD をセットする。 

3. DVD をセットした6 、 U セットする (< Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを巧す） 

か、電源を OFF / ON して本装置を再起動する。 

DVD から EXPRESSBUILDER が起動します。 

W 下のメッセージが表示されたら 、 rOs installation *** default *** J を達択してく 
ださい（何ちキー入力がない場合でわ、自動的に手順4の画面へ進みます）。 



4. [シームレスセットアップを実行する]を選択し、[次へ]をク U ックする。 


NEC 


Step I 虹" 


EXPRESSBUILDER 


でュ-雄お_•て、なへ J ボんて< たぶ、 

•RAID 巧*5仇巧インストールする;《をは，トンームレス它ットア y ブ SiP 子する巧ぶ RL て化さ A 
•り軍宙终了す辦さ1も「巧 P 旺 S 江 U 正 PER が了す交!を g 巧 t てくだ 3L 、 


。シームレストアップ»巧する 


45巧巧すを 
(スク S 巧扣する 


' Wmtewi 用 OEMJilJi か屯 
' LimxW ドラ-(•バディス巧 
' UiuxR«MW パ-，イシ S ン®械すかサ-ビス它ット思 


「 RA 田の去コィヴレーシ a ン HI 访 C- ブロードす％ 
厂 EXPRESSB の LDER ゴラ"〇巧口-巧る 


厂 巧: PRESSBU 正 DER が了する 


へ 
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已.バラメータを □- ドずる。 


[パラメータの□一 円画面が表示されます。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step II; ご- 1 腊■ジ 


1巧？ <- 巧口ード TW •台 3. 1巧 y- が从った ms ドをけへ它ットして， r パを < -夕巧ードする J お2¢?し 

1 巧；•(一巧 7-0 做 J 口が力して < だ3八 

, ;ラグー?«3-卜苗ぃ舱1主。巧：;<-$巧ード1_/かリを*!乱てク三を k 

*ブわピーディスクドライブが巧版 OTU ない々をがバラ y- 巧□-卜\<ない J を a 折 L てな巧 A 

巧パラメー;? « □-卜 VA' 

广バラ y-s* □- ドす*: 

1 - _1 

)«- 

を スキ， Tti 

ni XIXSIXX 


[バラメータフアイルを使用しない場合] 

r パラメータを□—ドしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


^ フ□ッピーディスクドライブが本体に巧綺されていない場合，こちらを還択し 
区！ック I てください。 


[パラメータフアイルを使用ずる場合] 

r パラメータを□—ドする」を逞択し、パラメータファイルのパスをボックスへ人力 
する。この後、をウィザードにてファイルから□ードされたパラメータを確認ずる 
場合は[次へ]を、お認しないでそのままインストールする場合は[スキップする]をク 
リ 、ソク ずる。 


4/^ パラメータファイルのパスおよびファイルをに日本語は使用しないでくださ 
f エック] い。 


[次へ]をクリ、ソク^手順日へ 
[スキップする]をクリックー手順15へ 
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6. インストールずる 0 S を選がする。 

[ Windows (32 bit エディション)をインストールずる]を逞択して、[次へ]をクリ、ソク 
してください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step ド-...ドミヴ". 面 ‘。可 tlisr ,♦ 


-r ノストールす505を8抓 t くな U 


r 上I狀計のなを*ンスト-ルする J 定田诉すな- RAiDgB のみ*亂て R 了します， 


C デ •<- ン a ン历<ンストールすな 

广ストールすヴーピス它分庙 


* 上|狀ホの Ofg インスト-ルする 


*1 .つ 


3)«へ 


V •か iis . xx . m'ix 


7. RAID の設定をずる。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設を内容を磕 f 忍し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 巧 p 子 ’,’ f 。 早 ‘ IP, I 卡 I 鐵卡 p ち * 


RAID コントローラを度用して L のし U« を，およひすで!こけ巧かて l々W! ドライブが用す如きけ.スキッブお!!巧しホへ化で:ださ 

I ). 

なお. W5I ドろ<ブのな巧!コ主巧型•の巧5|デ,、■イスしか巧用で？壬せ 


— wa ドライブの円。 S スキップする 

な；放肪で巧ドライクが5巧 r る。>3巧イクげ战存の巧を.ディスク*めテ-ちなぺで*ち3打去す)- 

RA の3>卜□-ラ ： McgaRAID SAS Pa Expr«S«TKI) ROMS 

掉おれてい 5 を微 S デバイスめをが . 4 

tt 巧ドライブ$な田すを扣巧テバイスの6曲 ： [13 

むのレ。レ .[raids ■»] 


ホットスペア|=;|足巧巧細デ)1’イスのなな 
ち用 L 化1衍 S テ7 M ■スめ台 g 


同 


"« ) ja へ 


3,，, 



• 論理ドライブの作成には同型番の物理ディスクしか使用できません。 

• 正常に終了しない場合は、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが収綺され 
ていない可能性がをります。「セットアップを始める前に （19 ぺージリ 

をご参照願います。 
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8. メディアとバーティシヨンの設定をする。 

[メディアとパーティシヨンの設定]画面が表示されます。 

設定内容をお認し、必要な6修正を行ってか6[次へ]をクリ、ソクしてください。 


MEC 


EXPRESSBUILDER 


な ep |ぉ- P 子… f。， で.‘ P い‘ 壓 轟ち |卡| なを* 


インストールする巧•■ィアと•インスト-ル先のシステムドろ1•ブ巧巧してがみ、 


■"巧用可がの K.,"?"!!: ついでも r ユ-ヴーズガイド JS# 巧してな;■を、 


のなかトティ-、^^妨する巧迅 R した«さ，ディスウの1宙目（モ嫩のIトテみ，ンへ的を〇スト叫ん王す。 



I vVmWwi Server 2003 SUnOirg Eaton ， l|- け 、：- 1 

广 s«v«?i 止を are する 






‘Vンステなドライブの跪- 

B 巧のパ-ティシ a ン用す4 «ン i- ティシ a ンのみのアさ IlST) 

R 迅こ巧巧する <ディスウの巧百!王すべてクリアかます）- 

尸ディスクのま巧*吊する _ 

C C イブI靴ミする ：「2的， 1"(ME 




コ ， OP 


つ 口* J 



• Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、シームレスセット 
アップでサービスパックを適用しないでください。 

サービスパックを適用ずる場合は、シームレスセットアップ完了後、 
Windows Server 2003 R 2 DISC 2を適用してか5「システムの 
アップデート」にてサービスパックを適用してください。 

• ) くーティションサイズについて 

- 0 S をインストールずるパーティションは、必要最ル版 W 上のヴイ 
ズで指定してください （4 已ページ参照)。 

- 接続されている八ードディスクむ上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,0白7，1 44 MBiy 上の論理ドライブは作成できませ 
ん/。 

• 「 Windows システムドライプの設定」で「新規に作成ずる J を選択し 
たとを、ディスクの巧客はずべてクリアされまずのでごま意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用ずる」を選択ずると、最初のパーティションの情報はフオーマットさ 
れ、ずべてなくなりまず。それ ly 外のパーティションの情報は保持され 
まず。下図は、情報び削除されるパーティションを示していまず。 


第1パーテイシヨン 

第2バーテイシヨン 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードしたノ v — ドディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インス I -ールずることはできませ 
ん （4 已ページ参照)。 「 Windows システムドライブの設定 J で「既存 
パーティションを使用ずる」を選択しないでください。 




























己 2 Windows Server 2003 のセツトアップ 


9. 基本情報の設定をずる。 

[基本情報の設定]画面が表示されます。 

ユーザー情報を入力して[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


1パうィ ー9 ijos の遵拆 iRAICm いみ7と ■がが 

1。。ィ:| ! 311 h * 4 "■ 1。辦 1" I 。 机* 


ユ-ヴ-|»1れ£どのを SK を SM して 

。文すが下で i 巧してなな I(tt 化 a 乂ュー》もドパン/ワー；? i? ルーブる t のま巧さ平巧)。 
•- — - — す)巧9を■てくださしV 



_) か 


つ TO 



• パラメータファイルを使用してセットアップを行った場合や Step7L ソ降 
の画面から Step 目に画面を戻した場合、 「Administrator パスワード」およ 
び 「Administrator パスワードの確認」に値を設をしていない場合でも 
「♦♦♦•♦♦」が表示されます。 

• 日本語入力する場合は、 <Alt>+< 半角/全角>キーを押してください。 


10. ネットワークプ□トコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設を]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


- EXPRESSBUILDER 

Hi わトウ-,1 ■* 由りむ ■コン*- (17 プIけ一 II, 巧イ-> ■■■イン 

な巧 瞬；。 I 卡 I 端 巧 ，* I なで I 巧 C I 今 |叩 寺 お が 

ネットワ-クでトコ;をち？巧•ホす。 

IP アルスお院すが i 幻 3. のスさム S 掩巧腑し. i. 

ネットワ-。巧ほがり化相合 I も r を銭志!だ苗がしなへ J ポさパてくなし、 

〇 ち!*巧ち 


_)rop へ 


ス t ルトへ* f 


心 


カスタム設定での登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 
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11.参加ドメイン-ワークグループを指定ずる。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指を]画面が表示されます。 

設定内容をお認し、必要な6修正を行ってか6[次へ]をクリ、ソクしてください。 


_ EXPRESSBUILDER 

■わか） I ■•由" わ 1 ■コン W- Ir プリ ■>— 国" •，イ ー9 ■•麵 イン 

Step .. I な [p&T 」 卡 I な卜 9 * 1 勾和 伞 1 。作*ぉ が 

锐錢把薪鑑聪卜紙點驟ぶ盛啟 W 倒ん確、 



■* つ )»■ つ TOP へ ：'♦ルトへ 

Vision} 口. xsax 

12. コンポーネントの設定をずる。 

[コンポーネントの設定]画面が表示されまず。設定内容をお認し、あ、要な6修正を 
行ってか6[次へ]をクリツクしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


It わトウ -j n ■出"<> r 瞧 3ン w—I 17 プ ■•w— n, 巧イー> ■自 ■イン 

Step ,; j だげ,， I 端さ，,. 11 腔 … 卜* I 詞 t) 卡 rti "^ おお 



■ ィパ-ネットインつ：ビス;化.' 


いピ）； j" , 


•*5i とモニタンール- 

P 田 A? ットワ-巧 a ブロト =u レぶなを 
r ネットロークモニ$’ンール 


-ネット9—クブービスー 
广田み: CP が)—ビス 


•その化のネットロークフ T-0 レ巧田ブーピス • 



广断 qt スト m 的ブロトコル! DHCP. 
广が私ネームシステム。化 


广： .iKinwh^R サービス 
广じ' •—K«l« サービ；！ 


13. アプ1」ケーシヨンの設定をする。 

[アプリケーションの設走]画面が表示されます。設定内容を確認し，必要なアプリ 
ケーションを逞択して[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 

•わトト） •参 »ド>む 113ン7|{- 

Step.i 1 な叩 ,.|| なで ，. 

fi アプリケ - 

圓 が。 

fi, 巧ィ ー * ■■■イン 

♦ | 。仰 * お昭 

■0 スト-ルする7ブリケー>3 >?嫩してが A 、 

■ESMPSO&rmAeiW のインストールロ3,冊 i ; ット9-ク 田 !でトコ IKSHMP の 1 S ちかと S です。 

•ェ クスブレス aw ウービス13, ESM 内の みけ uApwS インストールする；*るのみ 面 巧さます， 

- BXPRESSBUILDBRI 茂まれな巧1ヴィスクド訂;巧宙届す巧 33.[ 亢吞拓£せ涅 由 巧0口!-化 k の巧用 J 锁折してく? Si 、 

■riiM アブ U プーン9ンの "1 •ン7卜ール JI こついて1主 r ューヴーカ J イド巧を店してくだ 


S?R3nK:73U^— シ3ン 


- 


eSlif>t?OServe»Asert 
r クスブレス iM ヴーピス 


触》 J 

•• *が i 

Itweisal RAC Mil け 

MCTOSOft .NET Framewcrt VwsByi 20 巧が巧巧ち J わ了一 
Mcrascpft VttjU Cf 2003 SP1 两 31 布巧 K パ。 7 -ジ[<巧 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレス セッ ト アップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、 http :// www . nec . co . jp / expicnic / 

の [ FAQ ] ■シリーズを選択-対応ずるパージョンの厘要]を選択- 
[追力□アプリケーションのインストールじついて]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設定において、 JiTF のエディションを選 
巧した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2003, Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 200 3 R2, Standard Edition (日本語） 

これ t (外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- これ切外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 

ム 

口、 

曜がされたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選巧し 
[<< 削除]をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動して 
いることを確認してください。シームレスセットアップ後、情報 
提 f 共ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合は 
「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提 f 共ツール 「 NEC からのお知らせ」に43ぺージ)」をご覧く 
ださい。 


14. パラメータをセープする。 

[パラ六ータのセーブ]画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


D わトト5 11*化ん 1=ン*- R7 プリ午- 111,巧ィ-»^ ■■■イン 

step .’ [なな 。I 品 r ,. .1 が •’ I が。， つ，* おが 


"ラ y-: 
バラ y-: 
い-ラわ 


夕》2-ブすつビ 
’タフ，-力して <洽 
夕を Z -ブレみ1ホを!主[い’ラ: 


口7ビ-ディスクドライブ!こ方一7ットみ田巧吃ットして-。巧; >!— 5ぞ它ーブする巧法巧し 
-てりな八 

f い•ラブ-3れープしない折してがさI、 

Xブわビーディスクドライブが巧脱打ていない々をIも；ラ y-aac -ブでさ S せん • 


巧 


バラ y- 巧 C- フ 



■* — ,1 ’ へ —.'mp へ 

V>tu3n5 U XUH 

[バラメータフアイルを保をしない場合] 

r パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 

一^ フ□ッピーディスクドライブが本体にあ続されていない場合、こち6を違巧し 

医ち巧 ] て < ださい。 
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[バラメータファイルを保をする場合] 

r パラメータをセーブする」を逞択し、フォーマット済みフ □、ソ ピーディスクをセッ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 




ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic 」 からも作成するこ 
とができます。 

1己.自動インス I ルの開始画面で[実行する]をクリックする。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

■♦かつ-? B 参由ド ||1= ン古- 

な ep ,’ 1 遇"。;：{なお,. 1 !| な卜 p ||. 

プリ午一 IIバラ*-* 瞧 •■イン 

峰。. ihr ^,,’ おが 

シームレスむ卜づこ必里なまてめ B 店を曲藥 L 壬し巳 

「«巧すな J ポ$>2}円■と、シ-ムレス它ットアソブ g 田 SS し S す。 




パラメークフアイルのパスおよびファイルをに日本語は使用しないでくださ 
し''。 


•41—) _； ropA. 円す i 


16. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーずる。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、メッセージが表 
示されまずので、大容量記憶装置に添付されている CD - ROM またはフ□、ソピーディ 
スクをセツトし、 ti 降は画面のメッセージに従って操作してください。 



O CD の VD ドライブ、ミた 13 フロッビーディスクドライブへ、 
「乂容 Si 己巧装置巧 OEM-Dis りを tZ ットしてください。 


ok| キャンたル I 
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17. 追加ずるアプ U ケーシヨンをインス I ルする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーシヨンを追力□でインストールす 
る場合は，メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーシヨンの CD-ROM 
またはフ□、ソピーディスクをセツトし、じ(降は画面のメッセージに従って操作して 
ください。 



〇 巧力げるアブリみーシヨンび巧のされたディスクを它ット 
してください。 


ok | キャンたル I 


18. メッセージに従って 「 EXPRESS 日 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブか5取 
D 出す。 

フ□、ソピーディスクがドライブにセットされている場合は、 DVD と一緒に取り出し 
ておいて < ださい。 

19. Windows Server 2003 CD - ROM を光ディスクドライブにセットずる。 

[ソフトウエア使用許諾契約]確認画面が表示されます。 


>大の巧思おち巧拘をお巧みぷみ 

スクロづんてほ巧巧巧巧(，巧ちをまでお巧みくださ U 

Window* のたットアッブミ巧巧するち■合 i コス 
ri 3い J ち没んで誤的に同ましてくだみ k 
いしみ]を iS ぶと它ットアッブをや止 US す。 


Microsofl Windows Server 2003バッヴージに同® 3れている 
「マイクロソフトソコトウIアほ用お i 若契めま J «お离みください。 


はい 


20. 「ソフトウェア使用許諾契約書 J の内容をご確認のうえ、同意する場合は、[はい] 
をクリックする。 

同意しない場合は、[いいえ]をクリックしてください。 
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21.[メディアとパーティシヨンの設蔚画面でに ervice Pack を適用ずる]のチェッ 
クボックスにチェックを入れた場ちは、次の操作をずる。 

(1) 火ソセージに従って WindowsServer 2003 CD-ROM を光ディスクドライブか 
ら取り止!す。 

(2) 木 、ソセージに従って Windows Server 2003 Service Pack 2の CD-ROM を光 
デイスクドライブにセツトする。 


• Service Pack 1 (Service Pack 2) が内包された OS インストールメ 
ディアを使用してインス!ルをされた場合は、再度 Service Pack 
1 (Service Pack 2) を適用ずる必要はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、シームレスセット 
アップでヴービスパックを適用しないでください。 

サービスパックを適用ずる場合は、シームレスセットアップ完了後、 
Windows Server 2003 R 2 DISC 2を適用してか5「システムの 
アップデート」にてサービスパックを適用してください。 




バックアップ CD - ROMJii 外の OS CD - ROM を使用している場合は、じ TF のメッ 
セージが表示される場合があります。 

[ OK ] をクリックし、プロダクトキーを入力してください。 


セットアップスクリプトファイルには有効なプロダクト 
ID が含まれていません。システム管埋者に有効な 
プロダク HD を問い合わせてください。 


Windows Server 2003と指定:したアプリケーシヨンは、自動的にインストールさ 
れ数回再起動がかかりまず。 

再起動後は、自動的にシステムに□グオンしまず。 


两 "'J インス I ル中に ly 下のダイアログボックスが表示される場合がありまずび、 
■to [セットアップ完了]画面びま示されるまでは操作ずる必要はありません。 



22. [セットアップ完了]画面で [OK] をク U ックずる。 
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23. Microsoft Windows Server 2003 R2 をインストールの場合は、インストール 
完了後、 [Windows セットアッス画面が表示されます。 



Microsoft Windows Server 2003 R 2 Standard Edition D に C 2 を光ディスクドラ 
イブにセットし、 [0 K ] をクリックする。 

じ(降はメッセージに従って作業を進めてください。 

インストール終了後 、 Microsoft Windows Server 2003 R 2 Standard Edition 
DISC 2 を光ディスクドライブか 6 取り化し、再起動してください。 



サービスバックをインストールする場合は、化ず Windows Server 2003 R 2 
DISC 2 を適用した後で「システムのアップデート」にて適用してください。 


24. PROSet をインスI -- ルする。 


PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用ずることによんと J 下のことが巧えます。 

ーアダプタ詳細情報の殖認 

ーループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
ー チームの設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性じ優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ聞のスループットを向上させることができます。 
このような機能を利用する場合は、 PROSet があ要になります。 

PROSet をインストールする場合は、と rF の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRES 犯 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブじセットする。 

オートランで起動ずるメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてくだ 
さい。 

(2) エクスプ□ーラを起動ずる。 

口） 「 ¥005¥win¥winnt¥dotnet¥d6 卸 rose 样 Win32 」ディレクトリ内の 
rdxsetup.exeJ アイコンをダブルクリックずる。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザー円が起動しまず。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) 使用許諸契約を読み、同意ずるな 6 ば[使用許諾契約のを項に同意します]を 
選択して[次へ]をクリックする。 
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(6) デフォルトのまま[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

(8) [ Insta り Shield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示された6、 
[完了]をクリックする。 

(9) 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブか6取り化し、システムを 
再起動ずる。 

上で完了です。 


✓ ドライバおよび PROSet に関する操作は，'必ず本体装置に接続された〕ンソー 

医ち巧！ ルから管 S を権限 （ Administrator 等）で□グインして実施して<ださい。 0 S 
のリモートデスクトップ機能またはその他の遠隔操作ツールを巧用しての作 
業はサポートしておりません。 


25. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、 BTO 化荷時、または EXPRESSBUILDER 
から「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。 
インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転送ま度と Duplex モードの設定 
をしてください。また、 IP アドレスを設定ずる隐 J インターネットプ □ トコル ( TCP / 
IP )] のチェ、ソクボックスが外れている場合、チェックを付けてから IP アドレスの設を 
してください。 

<PR0Se1: がインスI-―ルされていない場合> 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Conn 既 tion ] または [ Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Connection ] をダブル 
クリ 、ソク する。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [詳細設を]タブをクリックし、[リンクま度とデュプレックス]を八ブの設を値 
と同じ値に設定する。 

(4) ネツトワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリック 
ずる。 


W 上で完了でず。 
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く PROSet がインス I ルされている場ち> 

(1) デパイスマネージャを起動ずる。 

に）ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ In お l ( R ) PRO / 1000 PL Network Comection ] をダブル 
クリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [リンク速度]タブをクリックし、陣度とデュプレックス]を八ブの設定値と同 
じ値に設定する。 

(4) ネツトワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの 〔 OK ] をクリック 
ずる。 


W 上で完了でず。 

また、'必要に応じてプ〇トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワー 
ク接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて巧 
いまず。 



• サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めし 
ます。 

[ネット ワークモニタ]は、 [ネット ワークモニタ]をインストールしたコ 
ンピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視することが 
できます。ネットワーク障害の解ネ斤などに有効なツールです。インス 
卜— ルの 手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照し 
てください。 

• 残り1つのネットワークポートは 「管 埋用ポート」です。このポートに 
関するセットアップについては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にある 
オンラインドキュメント 「 EXPRESSSCOPE エンジン2ユーザーズガイ 
ド」を参照してください。 


26. 目1ページ〜66ページを参照して、オプションのデバイスでドライバをインス! 
ルしていないものがある場合は、それぞれを確実にインス I ルする。 

27. 目7ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

28. 8日ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了でず。 
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アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプテイブ□ー ドバラン 
シング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合、自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるわの 
です。また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、 
サーバか6送受信パケットをチームずベてのアダプタか6行うことにより、スループットを 
向上させるものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボード 
です。 


<チームの セットアップ> 


W -0 AFT / ALB のセットアップは、ドライバインス!ル後、必ず再起動した樹こ 
■ ra 行う必要びありまず。 

1. [デバイスマネージャ]を起動ずる。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、 [Intel (の〜]を夕‘ブルク U ックする。 

3. チーム化のタブを選巧し、「その他のアダプタとチーム化する (T)」 にチェックを 
入れ、持斤規チーム]をク U ックする。 

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

已.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をク U ックする。 

6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダプティブ□—ド 
バランシング」のいずれかを選択し、[巧へ]をクリックする。 

7. [完了]をク U ックする。 

8. デバイスマネージャか5上記で設定したチーム名のデバイスのプ□バティを開く。 

「設定」のタグを達択し、[チームの編集]をクリックします。 

9. チーム内のアダプタに巧しプライマ1」/セカンダリ設定を行う場合、 L ソ下の操作を 
行ラ。 

— プライマリ設定 

プライマリ1こ設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリック 
ずる。 

ーセカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリック 
ずる。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 



プライマリ/セカンダリ設定は材下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 
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10. [設定]タブのまま[スイッチのテスト]をク U ック後、スイッチのテスト画面が表示 
された5、[テストの実行]をク U ックして実行する。 

実行結果> 問題なしのメッセージが表示されれば> テスト完了です。 

11. システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 


<チームの削除> 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、チームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をク U ックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので、[はい]をク U ックする。 

已.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動ずる。 

W 上で完了です。 



• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして指定ずるアダプタ 
は、同ーパブ、異なる"ブのどち5の接続でを使用できまずび、異なる 
ハプに接続ずる場合は、ずべて同一 LAN (同ーネットワーク）上に存在 
ずる必要があるため、カスケード接続にして<ださい。 

• アダプティブ□-ドバランシング ( AL 日)を使庙ずる場合は、スイッチン 
グ"ブにのみ接続できまず。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換ずる場合 
は、おずチームを削除し、交換後にチームを再作巧してください。 
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オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード( N 81 04-88 /109/115/122/125/1 26) を使用する場合じつ 
いて説 S 月しまず。 

「 N 8104 -88/ 109/115/122/125/126」を使届する場合は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格 
納されているドライバをインストールしてください。 


「 N 8104-109/115/122/12已/1吕色」の場合 

「¥005¥ win ¥ winnt ¥ dotne 样 d 忆卸 ro 1 000¥ win 32 J 

「 N 8104-88」の場合 

「¥005¥ win¥winn 样 dotnet ¥ d 5 卸「 0 1 00¥ win 32 J 

「 N 8104 -123 A 」 のネットワークボードを使用する場合は、添付されている CD か FD に格納さ 
れているドライバを使用してください。なお、インストール手順が不明な場合は、添付されて 
いるネットワークドライバのインス I ル手順を参照してください。 


<オプションボード用ネットワークドライバのインス I ル> 

オプションのネットワークボード（ N 81 04-88 / 109/115/122/125/126) を使用する場合は、 
下記のインストール方法に従ってドライバのインストールをしてください。 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプター [ Intel ( R ) PR 0/1 000〜]をダブルク U ックする。 

[ Intel ( R ) PRO / 1000〜]ダイア日グボ、ソクスが表示されます。 


3. 

4. 

已' 



[? その他のデバイス]一 [? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコン トローラ] をダブルクリックしてくださし、。 


[ ドライバ]タブを還択し、 [ ドライバの更新]をク U ックする。 

[八ードウエアの更巧ウィザー鬥が表示されます。 

[いいえ、今回は接続しません]を選択して、[巧へ]をク U ックずる。 

[-覧または特定の場所か S インス!ルする（詳細） ] を還択し、[巧へ]をクリツ 
クずる。 


6. [次の場所で最適のドライバを検索ずる]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 


rN 81 04-109/1 15/1 22/12已/12巨」の場合 
[¥005¥ win ¥ winnt ¥ dotnet¥d 旧 ¥pra 1000 ¥ win 32] 

「 N 8104 -8 引の場合 

[¥005¥ win ¥ winnt ¥ do 1: net¥d 旧 ¥pra 100 ¥ win 32] 

と入力し、[次へ]をク U ックする。 

ドライバの検索が開始され、お索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[八ードウエアの更巧ウィザードの完了]画面が表示されます。 
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1 . [完了]をクリックする。 

W 上で完了です。 



オプシヨンのネットワークボードも転送速をと Duplex モードの設まがお要で 
す。[ネットワークドライバのセットアップ]に9ぺージ）の項を参照して転送 
速をと Duplex モードの設をを斤ってください。 


WOL のセットアップ 

WOL (Wake On Lan ) の設定を行いまず。以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの 
設定を行ってください。 


< PROSet がインス I ルされている場合> 

1. デバイスマネージャを起動ずる。 

2. ネットワークアダプタを展開し 、 [Intel ( R ) 〜]のアダプタを夕’ブルク U ックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されまず。 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On Lan ] 内の下記の項目にチェックを入れ 
る 0 

— Wake on Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

—電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 



Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフォルトでチェックが 
入っています。 


W -0 [Wake On LAN ] 巧の設定を行えないアダプタは WOL をサボートしておりま 
せん。 

4. ネットワークアダプタのプ□パテイの [ OK ] をク U ックずる。 

已.ずべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


< PROSet がインス I ルされていない場合> 

1. デバイスマネージャを起動ずる。 

2. ネットワークアダプタを展開し 、 [Intel ( R ) 〜]のアダプタを夕’ブルク U ックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 
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3 . [電力の管理]タブを還択し、下記の項目にチェックを入れる。 

一電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるよう 
にずる 

一このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 




4. [詳細設定] 

已. [ PME をオンにする]の[値]を"オン"にする。 

6. ネットワークアダプタのプ□パティの[日のをクリックする。 

7. すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


[-このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにずる] 
にチ I ックを入れる事ができないアダプタは WOL をサポートしておりませ 
ん。 

タブを選択する。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ 、ソ クスアクセラ レー タドライバは、 EXPRESS 己 UILDER か6「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル，またはシームレスセットアップを実施した場合は、自動的にイ 
ンス I '―ルされています。 

ドライバを個別に再インストールしたいときは，次の手順に従ってください。 

1 . 「EXPRESSBUILDERJ DVD を光ディスクドライプにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. スタートメニユーか5 [プ□グラム]-[アクセサリ]の順でポイントし、[エク 
スプ□-ラ]をク U ックする。 

3. r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ video 」 ディレクト U 内の [ setup . exe ] アイコンを 
夕’ブルク U ックする。 

メッセージにしたがってインストール作業を進めてください。途中、「デジタル署名 
が見つかりません。」というメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックし、 
インストールを続けてください。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブか S 取り出し、システムを再 
起動する。 

W 上で完了です。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 已/9已)を追加接続ずる場合 

本体装置へ SCSI コント□-ラ( N 81 03-75/95) を追力□接続ずると、 OS のプラグアンドプレイ 
機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバのアップデートが 
必要です。 

SCSI コント□-ラ （ N 8103 -75/95) を接続後、 EXPRESSBUILDER か6「システムのアップ 
デート」を実行してドライバをインストールしてください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03- 1 07) を追加接続ずる場合 

本体装置へ SCSI コント□-ラ ( N 8103-107)を追力□接続すると、 0 S のプラグアンドプレイ機能 
が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。 

SCSI コント□-ラ ( N 8103 -107) を接続後、 EXPRESSBUILDER か6 f システムのアップデー 
卜」を実巧してドライバをインストールしてください。 


SAS コント日ーラ( N 81 03- 1 04) を追加接続ずる場合 

本体装置へ SAS コント日ーラ ( N 8103-104)を追力□接続すると、 OS のプラグアンドプレイ機能 
が動作しますが，ドライバは自動インス I ルされません。 

SAS コント日ーラ （ N 8103 -104) を接続後、 EXPRESSBUILDER か6 f システムのアップデー 
卜」を実巧してドライバをインストールしてください。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、殖実に障害か6復旧できるように、あ6かじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 


メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 


本体内の^モリダンプ（デバッグ情報）を採取ずるための設定でず。 


メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が巧いまず。お客様は 
メモリダンプの設定のみを巧ってください。 

• ここで示ず設定後、障害が発生し、メモリダンプを保をずるために再起 
動ずると、起動時に仮想メモリが不足していることを示ずメッセージが 
表示される場合がありまずび、そのまま起動してください。起動し直ず 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合がありまず。 


Windows Server 2008の場合 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューか6 [コント□—ルパネル]を選び、[システム]をクリックす 
る。 

[システム]ダイア□グボックスが表示されまず。 

2. [システムの詳細設定]をクリックする。 

[システムのプ□パティ ] ダイア□グボックスが表示されます。 



] ンビュータのを本めなを斯 
Windows Edition —— 

Windows server® standa 
Copyright © 2007 Micros 
Service Pack 1 


タスウ 

> デパイスマネ-如(恤 
み リモートの記ち诚 

システムの詳細 i をおが 1 


み 
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3. [起動と回復]ボックスの[設定]をク U ックする。 



4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

< D ドライブに rMEMORY . DMPJ というファイル名で書き込む場合> 

D :¥ MEMORY'DMP 
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Windows Server 200日 64 -bit (x 巨 4) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリヴイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリヴイズ +300 MBiy 上のをき客量のあるド 
ライプを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 G 日を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書さ込み巧ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Ed け ion の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MBiy 上（メモリサイズが 
吕 G 己を超える場含は、2048 M 己 +300 MBJy 上）の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書さ込み巧ド 
ライプの空き容量を確認してください。 


已.[パフオーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 
[パフオーマンスオプション]ウィンドウが表示されまず。 
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6. [バフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをク U ックする。 



ス[仮想メモ1」]ボックスの[変更]をク U ックする。 
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8. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチエツ 
クボックスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをする。 



9. [各ドライプのぺージングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[ずべ 
てのドライブの総ぺージングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値1•ソ 
上に、[最大サイズ]を[初期サイズ]しソ上に変更し、[設定]をク I 」ックずる。 


反巧ィ刊 


xj 



厂すべてのドライブのパージンヴファイルのサイズを自か的じを!まする(か 


0 K I _キヤシわル」 
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• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨ヴイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納ずるのに十分な大きさのネリ期サイズを持つページングファイルび必要 
でず。また、ぺージングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取でさない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」は搭載メモリヴイズ XI .已倍のサイズとなりまず 。 Windows 
Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition では 1 つのパーテイシヨンに設 
定できるぺージングファイルサイズが最大で409已 M 日となりまずので、 
搭載メモリサイズ XI .己倍のヴイズが409日 MB を超える場合は、 

40日日 MB で設定してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングファイルを 
再設定してください。 


10. [ OK ] をクリックする。 

設定の変更内容 I こよってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 


Windows Server 2003の場合 

次の手順に従って設定します。 



ここでは Windows Server 2003の場合を例にして手順を示していますが、 
Windows Server 2003 x 64 Editions でも同様の手順でセットアップしてくださ 

し、。 


1. スタートメニューか5[コント□—ルパネル]を選択し、[システム]をクリックずる。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されまず。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き送む場所を入力ずる。 
く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 






Windows Server 2003 x 目 4 Editions の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリヴイズが吕 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリヴイズ + iMBiy 上の空を客量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリヴイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライプの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場合 

• デバッグ情報の書さ込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリヴイズが吕 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリヴイズ +12 MB む上（メモリサイズが吕 G 日 
を超える場合は、2048 M 巨 +12 MBiy 上）の空き容量のあるドライプ 
を指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリヴイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブの空を容量を確認してください。 
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已.[バフォーマンス]ボックスの[設定]をク U ックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウが表示されます。 



を肢 I 王/む-夕る I /、-巧巧 [ S ®]| 白れ至巧 I リモ-卜 I 


Administrator として□ヴオン说い巧合は、これみなまとんどの巧まはできません。 


立 J ぶ] 



パ乃-マンス- 

巧ちかま、ブロゎツサのスケジュール、タモリほ用、わよ U 巧? J イモリ 


1$定培) 


广な無回ほ- 

システム起れ、システム唐吾、も'よ U テバック‘话巧 


i をミの」 


ほ巧-更な妙 _I _ I ラー巧吿(巧 


0 K I キタンたル」 巧巧姐 


6. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 



立ぶ] 


のデザインとバフオ-マンス(こほう i ミミを巧巧してくださ 


巧 取な* 夕だ脚てぉ巧ならのを首巧巧に.巡 R する拟 

广デザイシを馆先する(巨） 

广バ フォー マシスを煩ホするを） 

广カスタム必： 


回ウィンドウとボタンに巧ちスタイルをほ巧する 

□ ウィンドウをを穴化や最小化するときにアニタ-シヨンでま示する 

□ コシポポツクスをスライドして巧く 

□ スクリ-ンフォントの沒を;、骨らかじする 

□タスクバ-ボタンをスライドする 

□ デスクトツブのアイコンをじををけける 

□ ドラウヴ中にウインドウの巧客をまモする 

□ ヒントをフ j -ドまたはスライドでまモする 

□ フォルダでよくほ巧するタスクをほ用する 

□ マウスポインタの下にををまモする 


zi 


OK 


J キ V ンむル 


巧用が 
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ス[仮想メモ U ] ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのぺージングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[す 
ベてのドライブの総ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値 
L ソ上に変更し、[設定]をク U ックする。 



"~〇 • 上記べージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

ito のための巧奨サイズでず。ブートボ U ュームには、ダンプファイルを巧 

納ずるのに十巧な大ささの初期サイズを持つベージングファイルび必要 
でず。また、ベージングファイルび不ちずると仮想メモ U 不足により正 
おなデバッグ情報を採取でさない場合びあるため、システム全体で十分 
なぺージングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、インストレーシヨンサプリメントガイドの「注 
意事項」の「システムバーティシヨンのサイズについて J の項を参照し 
てぐださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 
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日. [0 K ] をク U ックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 


ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法 


Windows Server 2008 の場合 

ユーザーモードプ□セスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイル 
です。 

アプリケーションエラーが発生した隐は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了さ 
せずに、と J 下のちまにてユーザーモードプ□セスダンプを取得してください。 

1 . タスクバー上の空いている場所をちク U ックして[タスクマネージャ]をクリック 
するか、 < Ctrl >+ < Shift > + < Esc > キーを巧下して[タスクマネージャ]を起動 
する。 

2. [プ□セス]タブをク U ックする。 

3. ダンプを取得ずるプ□セス名をちク U ックし、[ダンプファイルの作成]をク1」ッ 
クする。 

4. 巧のフォルダにダンプファイルが作成されまず。 

C :¥ Users ¥ (ユーザー名) ¥ AppData ¥ Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、エクスプローラの[ツール]から[フォルダオプション]を選巧し、 
[表示]タブから[すべてのファイルとフオルダを表示する]にチェックをして下 
さい。 


ユーザーモードプ□セスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得してく 
ださい。 

ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法の詳細は、 W 下の Microsoft 社のサポート 
技術情報を参照して<ださい。 

「Windows Server 2008でユーザーモードプ□セスダンプを取得ずる方法」 
http :// support . microsoft . com / kb /949 18日 / ja 



Windows Server 2008では、ワトソン博±は[問題のレポートと解み策]に変 
更されており、従来のワトソン博±によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方法で取得できます。 
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Windows Server 2003 ①場合（ワトソン博 ± の設定） 

Windows ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨンエ 
ラーを検化するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録しまず。診断情報を採取でき 
るよう次の手順に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をク U ックする。 

2. 搭前]ボックスに rdrwtsn32.exe」 と入力し、にりをクリックする。 

[Windows ワトソン博出ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルバス]ボックスに診断情報の保を巧を指定する。 


rDRWTSN32.LOG」 というファイルをで保存されます。 



ネットワークパスは指をできません。□一カルコンピュータ上のパスを指をし 
区て巧！ て<ださい。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保を巧を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 
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已.[オプション]ボックスにある;夕のチェックボックスをオンにずる。 

ーダンプシンボルテーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
一既存の□グファイルに追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

6. [0 K ] をク U ックする。 


ットワークモニタのインス I ル 


ネットワークモニタを使用ずることにより，ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。 


Windows Server 2008 の場合 


ネットワークモニタのセットアップ手順 



Windows Server 2008には、ネットワークモニタが含まれておりません。 
Windows Server 2008においてネットワークトレースを採取するためには、 
Microsoft 社より提■(共されております Microsoft Network Monitor をセツトアップ 
する化要があります。 


1. Microsoft 社の Web サイトよりネットワークモニタをダウン□ー ドずる。 

Information about Network Monitor 3 
http :// support.m に rosoft . com / kb /933 /41 / en-us 

2. ダウン□—ドしたファイルを実行して、インス!ラを起動する。 

画面の指示に従ってインストールを実施してください。 



[セキュリティの警告]ポップアップが表示された場合は、[実行]ボタンをクリッ 
クしてくださし、。 

セットアップ升きホを選巧する画面では、に omplete ] を遇巧してください。 


J：i 上でネットワークモニタのセツトアップは完了です。 



ネットワークモニタを削除する場合は、[プログラムと機能]から巧います。 
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ネットワークトレースの採取手順 

1 スタ— トメニユーか！ 5 Microsoft Network Monitor を起動ずる。 

2. [Start Pa 呂 e ] か6、に reate a new capture tab ...] もしくは [ File ] メニユーの 
[ New ] を展開し、に apture ...] をクリックする。 

新たにネットワークトレース操取用のタブが作成されます。 

3. [Select Networks ] ウィンドウで採取対象のネットワークを選択する。 

4. に apture ] メニユー上のに tart ] をクリックしてネットワークトレースの採取を開 
始する。 

已.に apture ] メニユー上の [ Stop ] をクリックしてネットワークトレースの採取を終了 
する。 

6. [ File ] メニユーのに ave As ...] を選択する。 

[名前を付けて保存]ウィンドウが表示されまずので 、 [Frame selection ] 内の [All 
captured frames ] を選択後、適切なフォルダ、ファイルを)を指定しまず。 



既をでは、じ TF のフオルダが指をされています。 

C :¥ Users¥<User name >¥ Documents¥Network Monitor 3 ¥Captures 


1 . [保を]をク u ックする。 

手順6.で指をしたフォルダじファイルが作成されます。 


Windows Server 2003 の場合 

ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を巧うあ要があ 
りますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。 

1. スタートメニューか6 [設定]をポイントし、[コント□-ルバネル]をクリック 
する 0 

[コント□-ルパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プログラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックずる。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックずる。 

[管理とモニタ、ソール]ダイア□グボックスが表示されます。 

已.管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 
チェックボックスをオンにして [0 K ] をク U ックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスに戻りまずので、 
[次へ]をク U ックする。 
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1 . ディスクの挿入をホめるメッセージが表おされた場合は、要ホされた CD - ROM を 
光ディスクドライブにセットして [0 K ] をク U ックずる。 



ディスクの挿入を求めるメッセージは ‘ ‘Service Pack 1 CD - ROM ラベルを付い 
た CD " と表示されますが 、 Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、 
"Windows Server 2003 R 2 D に C 1" を光ディスクドライブにセットしてくださ 

い。 


8. [ Windows コンポーネントウイヴード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をク U ックする。 

10. [コント□-ルバネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]^ [管理ツール]を 
ポイントし、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することがで 
きます。操作の説巧については、オンラインヘルプを参照してください。 


システム情報のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップずることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと J 彥理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.已インチフ□ッピーディスクを用意ずる。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESSBUILDER か6起動して 「Boot selection 」 メニューが表示されます。 

3. [Tool menu(Normal mode )]-[ Japanese]-[Maintenance Utility ] を選択する。 

4. [システム情報の管理]か己[退避]を選択ずる。 

じ(降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セツトアップ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセ、ソトアツプしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□-ラ 
を利用ずる場合 

最ま斤の RAID コント□—ラなど，本装置に添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD に対応していな 
い大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出荷）により、 0 S 組み込み出荷されたが態から 
セットアップを開始する場合には、本操作を斤う化要はありません。 

• シームレスセットアップにか応しているボードの一覧については 
「 EXPRESSBUILDER がサポートしているオプションボード」 （20 ぺ一 
ジ）を参照してください。 


1. セツトアップしようとする大容量記憶装置コント□—ラの説明書を準備する。 


If エック I 


2. RAID コント□—ラの場をは、コント□ーラの説明書に従って RAID システムの設 
定を行ラ。 

RAID 設をの不要な大容量記憶装置コント□-ラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD か5システムを起動させる。 

4. [ EXPRESSBUILDE 刊こドライバを□ー ドする]を選択し、[次へ]をクリックずる。 

「ドライバの□—ド」画面で大容量記憶装置用 OEM - DISK をセットして[実行する]を 
クリ 、ソク ずる。 

このオプションを選巧することで、 CD - ROM またはフロ'ソピーディスクで提供 
されているドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることが 
できます。 

已. L ソ下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

一 RAID の設定画面が表示された場合は、[論理ディスクの作成をスキップする] 
をチェックずる 

ーアプリケーションの設定で[大容量記憶装置用 OEM - Disk の適用]を追力□ずる 

このオプションを選巧することで、フロッピーディスクで提供されているドラ 
イバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 




本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コント□ーラの説明書を優先してください。 
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6. シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□—ラに添付されている CD - ROM またはフ□、ソピーディス 
クをセットし，と J 降は画面のメッセージに従って操作してください。 


NEC 


1 RAID の n/ む Hi 巧イルI Bos げ<7 

Step 卜 ,II 戊が ... [| お ) j* ■ へ 。 4 


CD の VD ドみブ. t たI直でツビーディスクドライブへ， 
口:を K’lSgS 吊〇册-化り5它ットしてな放、 


EXPRESSBUILDER 


VtmMLR.m.U 


マニュアルセットアップ 

マニュアルセットアップについて説明します。 


Windows Server 2003 x 目4 Editions の場含 

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。 
マニュアルセットアップで Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする方法につ 
いては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 1 こ格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2003 R 2 x 目4 E 加 ions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくださ 
し、また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 



OEM - Disk とは？ 

「マニュアルセッ ト アップ」 では 、 「Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - 
Disk for EXPRESSBUILDER 」 と P 乎ば-れる OEM - Disk が•也、要です。 

作成方法については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライ 
ンドキュメント 「Windows Server 2003 x 64 Editions インスト レーシヨ ンサプ 
リメントボイド」を参照してください。 


Windows Server 2003の場合 

本装置へのオペレーティングシステムのインストールは，シームレスセットアップを使用する 
ことをお勧めしていまずが、特巧なインストールに対応ずる場合、マニュアルセットアップが 
お要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法について 
は， EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あ6かじめ 
EXPRESSBUILDER か6 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 


一/ オプシヨンボードを接続ずる場合は、オプシヨンボードに添付の説明書电併せ 
巨 li 巧] て参照して < ださい。 
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OEM - Disk とは？ 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアル 
セットアップ」では 、 「Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 
と呼ばれる OEM - Disk が也、要です。 

「Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインストールで也、要となる RAID コントローラや SCSI コントローラのドラ 
イバなどが含まれています。 

作成方まについては 、 [EXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオンライン 
ドキュメント 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」 
を参照してください。 


論理ドライブび複数存在ずる場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えてあずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプ U メントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示された己、 OS をセットアップしたいパーテイシヨンを選択 
する 0 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションとホ使巧の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧か5パーティションを選択してください。 




3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを続行ずる。 

W 上で完了でず。 

セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が也、要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文宇を変更してください。 



システムボリューム、またはブートボリュームのドライブス字はセットアップ 
完了後は修正でさません。この画面で正しいドライブ文字が割り当て5れてい 
ることを確認してか5セットアップを続行してください。 
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ドライブタ字の修正手順 

下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

1. スタートメニューか6[マイコンピュータ]をちク U ックし、[管 I 里]を選択して[コン 
ピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中か5、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブで字を変更したいボ U ュームを選択してちク U ックし、[ドライブ文字と 
バスの変更]を置択する。 

4. [変更]をクリックずる。 

5. [巧のドライブス字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択 
する。 

6. [0 K ] をクリックずる。 

1 . じ(下の確認メッセージが表おされた S 、 [はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変ちすると.プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ女宇をををしまずか？ 


8. [コンピュータの管理]を終了する。 

J ； U 上で完了です。 
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Linux のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップ完了後、 Linux(「Red Hat Enterprise Linux 己 Server」 、 [Red 
Hat Enterprise Linux ES 4」または 「MIRACLE LINUX V 4.0 J ) のインス I —ルを巧います。 


本書は、 Express 已800 /n 10 Ri - l モデルへの 「 M 旧 ACLE LINUX V 4.0 J 
のインストールには対応しておりまだん。 


セットアップを始める前に一購入時の状態について一 

セットアップを始める前に次の点じついて殖認してください。 

本装置の八ードウエア構成(八ードディ スウのけーテイ シヨンサイズも含む)や八ードディス 
クじインストールされているソフトウエアの構成は、贈人時のお客様による才ーダーによって 
異なりまず。下図は、 BT 0 (工場組み込み化荷)を指定して購入された場合の、標準的な本装置 
の八ードディスク構成について図解しています。 






■ Linux Recovery 

パーテイシヨン（約 5(3 B ) (タイプ vfat ) 


八ードディスクドライブ 


空きエリア 


Red Hat Enterprise Linux 5 Server ， 
Red Hat Enterprise Linux ES 4、 
または MIRACLE LINUX V 4.0 


Linux Recovery パーティシヨンについて 

Linux Recovery パーティシヨンには、インストールディスクのに0フォーマツトイメージファ 
イル等、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモジュールが格納されます。 


BT 0 (工場組み込み出荷)時の初期設定 

BT 0 (工場組み込み化荷)を指走して購入された本装置の八ードディスクは、お客様がずぐに使 
えるようにパーティションの設定から、 0 S 、 各種アプリケーションなどがすべてインストー 
ルされていまず。 

Linux サービスセツトに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、 Linux の巧 
期導入設定を行ってください。 


再セットアップ ( Linux サービスセットを購入された場合） 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレ 
スセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 RAID システムの構 
築や 0 S 、 ち■種アプリケーションのインストールにあ要な情報を選が•入力すると、後は簡易 
的な操作で BT 0 (工場組み込み化荷)時の状態に復元することができます。 

























86 Linux のセツトアップ 


未インス I ルからのセットアップ-再セットアップ 

Linux サービスセットを殖人された場合は、 Linux がホインストールの状態か6「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを斤うために BTO (工場 
組み込み化荷）時と異なる設定で再セットアップを行う場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD 
に格納されているオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨンサプリメントガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメ 
ントガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 


シームレスセツトアツ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアツプ」 ユー ティリティを使ってインス I -- ルしま 
ず。「シームレスセットアップ」とは、 Linux サービスセットを購人されたお客様向けに提供す 
る Linux 簡易インストーラのことでず。 「 EXPRES 雄 UILDER 」 DVD を使用し， RAID システム 
の構築や 0 S 、 各種アプリケーションのインス!-ールに必要な情報を運択•入力すると、後は 
簡易的な操作でインス!''ールできます。「シームレスセットアップ」では工場組み込み化荷状 
態に復元されますが、パーティションや「〇饥パスワードの設走の変更、およびインストールず 
るアプリケーションを選択することができまず。パ、ソケージについてはインストール後、 「pm 
コマンド、またはパッケージマネージャで追力□および削除が可能でず。パーティション構成の 
変更などを行うために OS を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用して 
ください。煩雑なインストールをこの機能が代わって巧います。 


wO シームレスセットアップを実施ずる前に、必ず必要なデータのバックアップを 
Ifai とつてください。 



• シームレスセットアップでは、各 OS 用にドライバディスクを作成する 
必、要があります。別途ドライバディスク用に 1.44 MB フォーマットるみ 
空きフロッピーディスクを1枚ご用意くださし、。 

• シームレスセットアップでは、保存したバラメータファイルを巧用した 
り、セットアップに必、要なバラメータをバラメータファイルとしてフ 
ロッピーディスクに保存することができます。別途パラメータファイル 
用に 1.44 MB フォーマット;きみ空きフロッピーディスクをけ女ご用意くだ 
さい。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項について確認しておいてくだ 
さい。 


ディストリビューシヨンについて 

シームレスセットアップでは、のディストリビューションに対応しています。 
購入されている Linux サービスセットのディストリビューションを選択できます。 

• Red Hat Enterprise Linux 己 Server ( x 8 目） 

参 Red Hat Enterprise Linux 己 Server ( EM 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

参 Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 

• MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside * 

• MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside for x 86-64 * 

* Express 5800 /110 Ri -1 モデルのみサポート。 Express 5800 / i 1 IORi -1 
モデルはホサポート0 


日 lOS の設定について 

Linux をインストールする前に八ードウエアの B の S 設定をお認してください。 

164ぺージの r システム团 OS ( SETUP ) のセツトアップ」を参照して'必要な設走を行ってください。 


を意すべき八ードウ I ア構成について 

• Linux システムをインストールしようとする八ードディスクドライブのほかに別の八一 
ドディスクドライブを接続ずる場合は， Linux をインストールした後に接続してくださ 
い。 

• オプションの RAID コント□ー ラに論理ドライブが作成された八ードディスクドライブ 
が接続されている場合、論理ドライブが作成された八ードディスクドライブを取り外し 
てインストールを実施してください。 

• 本装置の磨人後にオプションの追力日接続を行っている場合は、 BT 0 (工場組み込み化荷) 
時の状態に戻してインストールを実施してください。 

• Linux OS が起動する八ードディスクドライブおよび論理ドライブ （"/" および "/ boot " 
を配置するドライブ）に、2,09ス 152 MB (2 TB ) W 上の容量の八ードディスクドライブ 
を使用することはできません。 
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インス I ルされるカーネルについて 


「MIRACLE LINUX V 4.0」 では、シームレスセットアップでインストールされるバージョン 
2.6.9-42.7 AX の力ーネルで、デュアルコアの CPU 使用時に、ごくまれにタイマ割込みによる 
デッド□ックが発生し、システムがストールする可能性があります。本現まは、バージョン 
2后 9-42.26 AXW 降の力ーネルで修正されておりますので 、 「MIRACLE LINUX V 4.0」 のイ 
ンストール後は、あずバージョン 2.6.9-42.26 AXJ : J 降の力ーネルをインストールしてくださ 
し、 


Linux サービスセットをご贈人のお客様につきましては，力ーネルアップデートモジュールを 
rPP ■ サポートサービス」の Web サイトに公晶しております。 



BTO ( 工場組み込み化荷）時には、障害回避のためバージョン 2.6.9- 
42.26 AX の力ーネルが適用されております。 


デフオルト起動力ーネルの設定について 


シームレスセットアップでは、アーキテクチャが x 86 の場合、搭載メモリ容量にかかわ6ず 
hugemem 力ーネルがインストールされます。搭載メモリ容量が 16 GBJU 上の場合は 
hugemem 力ーネルが、1日 GB ホ満の場合は SMP 力ーネルが、デフォルト起動力ーネルとして 
設定されます。 


• [Red Hat Enterprise Linux 5 Served じ hugemem 力ーネルは存在しま 

民エック I せん。 

• 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86)」 および [Red Hat 
Enterprise Linux ES 4」は 16 GBJU 上のメモリ容量をサポートしていま 
せん。 


シームレスセットアップの実施後に、 iU 下のを件で本装置の八ードウエアを増設した場合は、 
hugemem 力ーネルをデフオルト起動力ーネル[こ設定してください。 



hugemem 力一幸 ルの 利用時 、 SMP 力ー ネ ルの 利用時に比べて性能が劣化する 
場合があります。 


アーキテクチャが X86 かつ搭載メモリ容量を1 6 GBL ソ上に増設した場合 

と J 下のコマンドを人力し， hugemem 力ーネルを GRUB のデフォルト起動力ーネルに設をして 
ください。 

[MIRACLE LINUX V 4.0] 

# grubby — set - defaul 1:=/ boot / vnnlinuz -2'6'9-42'26 AXhugemem 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを國に示します。 



Linux 用ドライ"ディスクの巧な 


巧 


バラメータの口ード （steps) 


□ードずる □-ドしない（フ□ツビーディスクなしのちををさむ） 

♦ か 


05の邸 （steps) 


巧へ 

♦ 

RAID の設ミ (Step4) 


巧へ 

か 


巧へ 


Linux の詳巧設定 （Step5~Ste 阳） 


巧へ 

か 


巧へ 

♦ 

バラメータの t- プ （SteplO) 


巧へ 

か 


たーブずる 

♦ 

自国インストールの巧巧 (Step11) 


t - ブしない（フ□ツビーディスクなしのちをを含む） 

か 


実行ずる 


実行ずる 


RAID システムのコンフイグレーシヨンリ 


A- ドディスクドライブか6の 
インストール（巧巧の Linux 
Recovery/ f— テイシ s ンを巧用） 


A— ドディスクドライブか5の 
インストール (Linux Recovery 
バーテイシ3ンを巧規作な） 


CD/DVD けらの 
インストール 


み 


インストール用 A •-テイシヨンの作巧 e 


み 


インストールディスク1巧目のセット•コビ ー 


インストールディスク2按目凶降の 
セット"コビー 




CD/DVD 

フ□ッビーディスクを取り出ず 


♦ 


み 

離面を、 

ドライバディスクのセット•適用 


本 


み 

Linux のインストールで 

本 

夺 

み 

再起動を、 

インストール径了 


♦ 

本 

み 

巧巧導入設定 


•1 


•2 


*3 


RAID の設定 ( Step 4) で論理ドライプを設をした場さ、この フエー ズび 
実行さ打まず。 

— A — ドディスクドライブか5のインストールでは Linux Recovery 
パーティシヨンを作成します（インストールをも残りまず）。 

- CD / DVD か5のインストールでは、作業用パーテイシヨンを作成 
しまず（インストール中に削除されまず）。 

Linux 標準インストーラによるインストールが進巧しまず。 

メッセージに従って、インストールディスクまたは 「EXPRESSBUILDERJ 
DVD をセツトしたり、バーテイシヨンの手動設定を行ってください。 


J : 入力ゃ涅巧び化要な作業 
]: 自動的に作業げ進む内容 
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セットアップの手順 

Linux のインストールを巧うには下のインストール対象の 0 S のインストールディスクが企、 
要です。 

「八ードディスクからのインストール」を選択し、既有の Linux Recovery パーティシヨンを使 
用してインストールする場合は、インス I -ールディスクは不要です。 

• Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( x 86) Install Disc 1 〜己または 、 Red Hat Enter ¬ 
prise Linux 5.1 Server ( x 8 目 ） Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜目または 、 Red Hat 
Enterprise Linux 5.1 Server ( EM 64 T ) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 ( x 86) Install Disc 1〜日または 、 Red Hat Enterprise 
Linux ES 4.6 ( x 86) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜已または 、 Red Hat 
Enterprise Linux ES 4.6 ( EM 64 T ) Install DVD 

• MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 インストール CD (1-2) 

• MIRACLE LINUX V 4.0 for x 86-64 SP 2 インストール CD (1-3) 



• 也、要に応じてインストールディスクを作成してください。インストール 
ディスクの作成方法は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されている 
オンラインドキュメントの 「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」、 r Red Hat Enterprise Linux 4 インスト 
レーシヨンサプリメントガイド]または 「M 旧 ACLEUNUXV 4.0 インス 
トレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

• 「Linux メディアキット」を購入されたお客様は、インストールディスク 
を作成する也、要はありません。 


以下じ、シームレスセットアップの手順を説明します。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にして<ださい。 

2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットしてくださ 
い。 

3. DVD をセットした5、リセットする (く Ctrl >+ く Alt >+ cDelete > キーを押す)か、電 
源を OFF / ON して本装置を再起動してください。 


DVD から EXPRESS 目 ULDER が起動しまず。 


下の;>(ニューが表示されたら 、 rOs installation *** default * が」を選択してくださ 
い。ここで選択しない場合は、自動でシームレスセットアップの流れに進みまず。 
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4. トップメニューが表示されまず。 

「シームレスセットアップを実行する」を還択し，[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


Step •边 - I * 


EXPRESS 目 UILDER 


ィニユ - sa 诉しで. r なへ jfTigvs 押してくだあ、 

■• wM »« pos « インストール S •を use . r シ-ムレス t ’ A アッフ》巧！•る JfilW し T くだみ、 
• ft *5 な7する*苗 fRW 別 UILOE 用#了 9•る巧 ilR してくだ31、 


P シ—ムしス Cv 卜7ンフ 5* 巧？る 


厂の inds—JR OEU.Eliik% け田する 
(' し ，—JSfS イバ f イス2«け《15•る 

「レ n"Rw"<v バ -5 イシ a ン S け占 r か！ •*u げ -1 ス它ホ) Bi 
广 UID の3ン7イヴレーシ S ン 《*st- プ /a- ド T る 
厂 tx け ESSWILMR 巧ライ,巧□■ド T る 


• E が WSBUILMR 坊了 5■る 


) a へ 


已.[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 

パラメータを□—ドする場合は「パラメータを□ー ドする」を選択し、パラメータ 
の入ったフ□、ソピーディスクをセットしてパラメータファイルのパスを入力してく 
ださい。パラメータの□ー ド後、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータを□—ドしない場合は、 r パラメータを□-ドしない」を選択して、[次へ 
] をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


‘ッブ Hi パ，•■■-马 nOS»a« flRAID の 

step ■ 心 - 11。。 イ 寺! を ♦卜* , 卡 


バラメー9ち口ードする*含口:."ライー9の入った■■ピ ー f イスごザライフへたかして. r バラスー SS 口一 f T る JS 36 し 
バラゾ ー57 r イルの,< ス SI 力して OSSIK 

バラ • x -3« D - F ぶい as は- r ,! ライ-巧口- fut い J 5*« してくだ ao , 

— フロッピ-?ィスゥドラィブか«111?»1でぃ0ぃ116はぃ<ろ<-9«口ードしなぃ^1モ«1)!して<田91>, 


C パラ乂 -5* 口-ドしない 



■S 


)« へ 


Linux サービスセット用のパラメータは，「スキップずる」機能には対応してい 
Ifl ック] ません。 


6. [日 S の選択]画面が表示されます。 

「 Linux をインストールする ( Linux サービスセツト用)」を選択し、じ欠へ]をクリ、ソクし 
てください。 
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1 . 旧 AID の設定 ] 画面が表示されます。 

設を内容を磕認し，修正があ、要な場合は r 次の設をで論理ドライブを作成する」を選 
択し，パラメータを設をしてから、[次へ]をクリックしてください。 

RAID コント□ーラを使用していない場合や、既存の論理ドライブをそのまま使用ず 
る場合は>「論理ドライブの作成をスキップする」を運がし、[次へ]をクリックして 
ください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


‘-け |/ 巧 /-5 lOS め 「PRAID の I i fVIh'J ■0) 卜 4 

Step ". こ，气卜つ,），、 [ p 」吟| 識 " H 茲で卡 


«11ドライフ5»过し*す. 

RAID3 ントロー5吉 RfB していない*宜，および，すでIこ(♦なされている ISS ド5イブち* B する «SB, ス丰しホへ !* んで<だみ' • 
な 6. SaF ライフのな田に B, 同曲*の向イスし巧で SJC ん. 



■ £ ,) ■)»,. ;〇一〜 つ♦ルトベ Ht 


8. [ ディストリビューシヨンの指定 ] 画面が表示されます。 

インス I ルするディストリビューシヨンをリストか6逞択してください。 

「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 を還択すると、インストール番号の入力 
フォームが表示されますので 、 「Red Hat Enterprise Linux 5」のインストール番号 
を人力してください。インストール番号の入力を省略した場合、サブスクリプシヨ 
ンに含まれている全パ、ソケージグループにアクセスできなし > 場合がありまず。 



[Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 のインス I '■—ル番号の詳細に 
ついては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライン 
ドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレー 
シヨンサプリメントガイド」 を参照してください。 


次にシームレスセットアップ-インストールキーを人力してください。シームレス 
セットアップ.インストールキーは、 Linux サービスセットに同捆されている「はじ 
めにお読みください」に記載されています。シームレスセツトアップ-インストー 
ルキーの人力後、 [次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 


r 


1, 巧ィー » los の IRAIDO Hi 子 • ロトリ ] How-* 

卜 。 J 3 ‘ ’ ’ 11 ■ 懲」 卡 I 賴 V* 


I ンス!*—ルずる？ •(qi'ijt ユーシ3ンの 

，—ムレス<：ホ7ッ7,イソスト-ル*- 


ホ7ッフ•インルち¬ 
は . Ur •■ぶ-ピスちか 1:«« か Tl々ri: じめ だか JI: 旺 BSnTliJf, 

レ〜 ぶインストールする坦宙は.サフスウIヴシ3ンめこ S 巧6出 g で？ •. 


インストールするスト U ピユ-シ3ン 

卜ールのんホ- 


i 氏 Sli たテ •< ストりヒューシ a ンで田， -oa- 
i ン刀'—ル asttuffi の半至で 3 ". 


’一 IkSSSAAfSiiJIfftiSyj す. 


r 


Ja へ 


わっけ卜へ Ilf 
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Linux サービスセットについて 

「Linux サービスセット」は、 Linux (ディストリビューシヨン)とサポートサービス 
などを組み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安ムしてお使いいた 
だけるようにする製品です。システムの運用性-信頼性向上とシステム管理をの負 
荷輕減の実現のために、下記の各種機能やサービスを提供しています。 

一設定時や障害時の問題お沫を支援ずるサポートサービス 
一 導人時の作業時商を大幅に削減する BTO インストール化荷 

一化荷対まのすべての 0 S •サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安ムし 
て運用していただける環境を提供 

一製品化荷後に公晶された新しいカーネルについても評価情報-アップデート 
手順を提供 

一障害の発生やモ兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 
「 Linux サービスセット」の詳細じついては、 W 下の Web サイトをご覧ください。 

http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 

9. [インス!ル方法の選択]画面が表示されます。 

「八ードディスクからのインストール」または rCD / DVD からのインストール」を逞択 
し、[次へ]をクリックしてください。 

10. [バーティシヨン-パッケージの設定]画面が表示されます。 

パーティシヨンの設をは、 「 BT 0 (工場組み込み化荷）時パターン1〜3」、「手動で 
設定する」か6選択してください。 swap パーティシヨンのサイズを変更する場合 
は、「搭載メモリか6算化する」、 「 BT 0 時の設定にする」、「サイズを指をする」か 
6選択してください。設定完了後、[次へ]をクリックしてください。 

パ、ソケージの違択は BT 0 (工場組み込み化荷腊の構成と同様になります。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


S 化 P ||£ザ1"> lif も ♦ I ザも ♦ 11 財 


テ • rt /3 ン SS 王し if . 
t 丰田で由モする JSSC した*さ-シーム 

なパーテ<シ5ン ntt イス田，インストレーシ S ンサフリイント a イド i：K 
システムの扣.ス58*ヒのパろンスなどにより>ィスモ*更してくだみ、 


iB つ江が8みが化田)か0-ン 1 ゴ 




rse イモリかろ■出 T る 


[-,< ツヴ-ジ maw — 


btgH の t » 口"ッヴーリ ー SI 王こ 与ら して< だ 3 l >.) 


) •へ 


’TOP へ 


') 巧*ルトへ HI " 
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パッケージの選が画面で「こちら」をクリックすると、 BTO (工場組み込み出 
巧)時のパッケージー覧が表示されます。 

BTO (工場組み込み出荷）時のバーティシヨン設をおよびバッケージグループの 
詳細については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインド 
キユメントの 「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリ 
メントガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」または 「M 旧 ACLE Linux V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 


I パツケージクルー^につい 

Red Hat Enterprise Linux 5 Serve のインストール時に選巧てきるィ b ケージクルー 
ブはじ[下のとわりです。 

が下の表中のバロは、 BTO 江場巧み込みホ巧) B 寺わよひ■ンームレスセットアッブ 
時に進巧しているィ S ッケージグルーブです。 _ 

*Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced Platform は、が〇 35 よひシームレス(一は巧応し 

ておりません。(参ち情報として話數--てし、ます。， 



11. [その他のインス!-―ル設定]画面が表示されます。 

root パスワードを入力してください。 root パスワードは、日女字]; J 上127文字]; rF で 
設定します。 root パスワードを入力後、[次へ]をクリックしてください。 

12. [追加アプリケーシヨンの指定]画面が表示されます。 

お要なアプリケーシヨンを違択し、[次へ]をクリツクしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Ti"- わ W I けの•の Ifiasi 打り |1, 巧ィー * ■•■イン 

Step H おが ‘.’ I 段 * II ■接 令 II 。 巧 I 部 ! 


ジームレスたツ1'アッフ轉にインス>"-ルすを7フリ7-シ3ン对6王し3す. 
インストール9■るアフ 1J クーシ3—ノの f エッ5ボッウス S 壬ユックしで < だみし 
CAIS Wllct は i! f チ王’パ)し7■くだ (KAlK* ス？ム(•田 


I田の*由め*インス!•■化きれ王す）. 


K し。… JE •み… 



•7 ウスポイン3モアフリクーシ3ン a 1»田3で5と.アフリブ-シ3ンのな明が丢示さわ王す. 



J か 


wO Universal RAID Utility は必ず選択してください （ RAID システム構成の場合 
Bto のみインス I ^ールされまず）。 



マウスポインタをアプリケーシヨン名に移動させると、アプリケーシヨンの説 
日月が表示されます。 
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む义■-ル S 6円するじ田.《下の;<?17»4!莫です. 

►1««8フ》-7ット3»2きフロッピ-5<スク（ぃ〜ぶドラィバデ1'スク) 
• WUMBulLDCROVO 


►インス h - ル？1 ■: W 


—P 


wp 


uxS TServ«r{iLM) 



5 t WrverliM) 


♦ . TI.-. 7 りを || その«の T]aton-'j I, 巧 /-? 

Step II が矿 II ぉ卜 *1 II がク,,，い。,, 


3* 巧 T る fSWTt シームレス t ッ I •アツ7«11«し J 


)貪6■け 



NEC 


EXPRESSBUILDER 


13. [バラメータのセーフ]画面が表示されます。 

パラメータを セー ブずる場合は r パラメータをセーブする」を還択し、 1.44 MB 
フォーマット済みのフ□、ソピーディスクをセットした後、ファイルををボックスへ 
入力し、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータをセーブしない場合は r パラメータをセーブしない」を逞択 し、 [次へ]を 
クリ 、ソク してください。 


14. [自動インス!ルの開始]画面が表示されます。 

インストールに'必要なインス I -―ルディスクを準備し、[実行する]をクリ、ソクして 
ください。八ードディスクのデータを削除してよいか、確認のメッセージが表示さ 
れます。 

セットアップを続行する場合は [ OK ] をクリックしてください。 

データの保ちがあ要な場合は[キャンセル]をクリックして、セットアップを中断し 
てください。 

その後、再起動し、必要なデータを保有してください。 


た扇 


インストールする OS もしくはインストール方まによって、表 W される画面の 
内容は異なります。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


_ . [ド -wi ン [そめ《の hiUcD I ■，巧 イ—夕 Hail イン 

Step , 帖 7. U ぶ- I I な …‘. 1 探 可* I 邸 1 

パラメー95で一7する*台口:，フロッピ ー f •(スウドライフにフ》-7’ホち*フロソピ ー5 •(スウちセ•ホして. r バラ x - SSt - ブする JSif 氏 U パライ ー S 
7>イルのバスか力して< だみ、 

r パラパ-巧 C - フしない占树《して 

—フロッピ-?イスウドライブかい a い BA は"ラ • X - g は《-ブで 8 i 电ム. 


つ，’. 


^ 1n11 


ご'.:I ~ ~ ~ 3 

ぶ'!'!ゴー 
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15. 手順7で RAID を設定した場合は、 [ RAID の構築]画面が表示されまず。 RAID の構 
築が完了後、 [ Linux 0 S インス!ルの準備]画面に移り、 Linux 用ドライバディス 
クの作成を促すメッセージが表示されます。 

Linux 巧ドライバディスクを作成する場合は，[はい]をクリ、ソクしてください。 

Linux 用ドライバディスクを作成済みの場合は、[いいえ]をクリ、ソクして、手順16に 
進んで < ださい。 


〇 


インストールには、 Linu ぷドライバディスクが化妄です* 

Linu ぷドライバディスクをホ巧するには【はい]ミ这识してくださ 
し、， 

巧に Liru 、 巧ドライバデイスウをホ巧巧みの巧をはいいえ]を这 
巧してくだみ 


はし、 ( し、いえ 


フ □、ソ ピーディスクを要求ずる；< 、ソ セージが表示されます。 1.44 M 目フォーマット 
済みの空きフ □、ソ ピーディスクをセットして、 [0 K ] をクリ 、ソク してください。 
Linux 用ドライバディスクが作成されます。 


x] 


な 


r Red H&t Enterprise Linux 5.1 Strv が卜 86 巧ドフイバデイスウ 
巧ゴ x .« x)J をけがしミす， 

フロッピーミイスクドライフにフ□ツビーデイスウを巧入してくだ 
さい， 


OK 



画面に表示されたタイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおく 
と、後々の管理が容易です。 
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16. Linux のインス I -- ル準備を進めます。 


[ FA - ドディスクか5のインス I ル」を選 f 尺した場合] 

八ードディスク上の既有の Linux Recovery パーティシヨンか6インストールする 
場合は、手順1別こ進みます。 

八ードディスク上に、インストールずるディストリビユーシヨンに対応した Linux 
Recovery パーティシヨンが存在しない場合は 、 Linux Recovery パーティシヨンを 
新規に作成するために手順17に進みます。 

[ rCD / DVD か S のインス I ル」を選択した場合] 

手順17に進みます。 

17. Linux のインス I ルディスク 1 枚目を要ホするメッセージが表示されまず。 

[ FA - ドディスクか5のインス I ル」を選 f 尺した場合] 

インストールするディストリビユーシヨンの1枚目のインストールディスクをセツ 
卜し、[〇のをクリックしてください。 

メッセージに従って、2あ目じ(降のインストールディスクを人れ营えてください。 
Linux Recovery パーテイシヨンが作成されます。 


回 


ぶ] 


e 


む下のインストールディスクが么妄です， 

インスト — ルディスクの〕ピ — （ ISO イ乂ージ化）じかかる時恩 
は、 CD1 巧あもり灼 3~7 巧、 DVD1 巧あちり灼 1 い 2 が J です ♦ 

Red Hat Erterprise Linux 5.1 ServerI'x86) lot け II DVD 
または 



nux 5.1 Server (x86) Insc 
nux 5-1 Server (x86) In" 
nux 5-1 Server 【 x86) l"t 
nux 5-1 Server (x86) Inst 
nux 5-1 Server (x86} Inst 


OK 


[ rCD/DVD か S のインス I ル」を選択した場合] 

インストールするディストリビユーシヨンの1枚目のインストールディスクをセツ 
卜し、[〇のをクリックしてください。 

インストールディスク1枚目か6ファイルのコピーが行われます。 


日 


xj 


e 


1 け目のインストール f ィスク 

Red H« Emerprise Linux 5.1 Server (x86) Install DVD 
または 

Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server {x86) Irscall Disc 1 
を CD/OVOK ライフ I こ巧入してくだみ 


OK 


キトン t ル^ 
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18. ドライブか5ディストリビューションのインス!ルディスク、 

「 EXPRESS 巨 UILDERJDVD 、 フ□ッピーディスクをすべて取り出し、 [0 K ] をク 
リックして < ださい。 


2S1 


e 


ドライフから CD/OVD とフ□ッピーディスクを取り化してくだみ、* 


OK 


再起動を促ずメッセージが表示されまずので、[再起動]をクリックしてください。 



xj 


システムを再起巧します ♦ 


e 


rDo you have 4 driver di$ic?J のメッセ—ジが妄でされたら [Yeij を 
巧し、面面の巧示じないドライイげイスクを巧用してくだれ 
中、 r You have multiple devices 」のメッたージが去。された 
巧をはし dJ を进巧してくだみ >• 

rCD がちつかりまだん • J まもは CCDNatFoundJ のメッセージ 
が去モされたら、1巧目のインスト—ルディスクを巧乂し、1〇巧を 
巧してくだみ >♦ 


再起お」 


19.再起動後、ドライバディスクの有無を確認するメッセージ （ "Doyouhavea 
driver disk ?") が表示されます。 

[ Yes ] を押してください。 
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20. フ□ッピーディスクドライブを指定するメッセージ（ "You have multiple 
devices ..") が表おされた場合は、 " sda " を選択し、 [0 K ] を巧してください。 

21. ドライバディスクを要ホずるメッセージ（ Insert your driver into .；') が表示され 
ます。 


Linux 用ドライバディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、[〇のを押して 
ください。 

22. 化のドライバディスクのち無を確認するメッセージ（ "Do you wish to load ..") 
が表示されます。 

[ No ] を押してください。 

23. Linux のインス I ルが開始されます。 

[ FA - ドディスクか5のインス I ル」を選択した場合] 

そのままインストールが進巧します。 

[rCD/DVD か S のインス I — ル」を選択した場合] 

メッセージ（ " CD が見つかりません。"または "CD Not Found ") が表示されますの 
で 、インス I -―ルするディストリビューシヨンの1あ目のインス I ルディスクを 
セットし、 [0 K ] を押してください。 




手順10のパーティシヨンの設をで「手動で設まする」を選巧した場合は、インス 
卜ールのを中、バーティシヨン設を画面が表示されますので、化要にあじ設を 
してください。なお、「ハードディスクからのインストール」を選択してパー 
ティシヨンを手動で設をする場合、パーティシヨン設を画面に Linux Recovery 
パーティシヨン （約 5 GB ) (タイプ vfat ) が見えていますが、削除しないでくだ 
さい。手動パーティシヨン設走:については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格 
納されているオンラインドキュメントの 「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server 
インストレーシヨンサプリメントガイド 」、「 Red Hat Enterprise Linux 4 インス 
トレーシヨンサプリメントガイド」または 「 MIRACLE Linux V 4.0 インストレー 
シ ヨンサプリ メン トガイド」を参照してください。 


24. Linux のインス I ルを進めてください。 

[「 A — ドディスクか S のインス! -- ル」を選択した場ち] 

そのままインストールが進行しまず。 

[ rCD / DVD か S のインス I ル」を選択した場合] 

メッセージに従って、2枚目以降のインストールディスクを入れ替えてください。 
インストールの終了後、 「 EXPRESSBUILDERJDVD を要求するメッセージ （ "Please 
insert EXPRESSBUILDER Ver . 目. xx - xxx.xx disc" 、 Tress ENTER to continue ." )が表 
示されますので、 「 EXPRESSBULDERJDVD をセットし、 [ ENTER ] を押してください。 


25. アプリケーションがインス I -ールされます。 

アプリケーションのインストール終了傻、ディストリビューションの完了画面が表 
示されまずので、 「 EXPRESS 目 UILDERJDVD (セツトしている場合のみ)を取り化し、 
[再起動]を押して < ださい。 
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2巨.再起動を、 Linux サービスセツトに添付される r ネリ期設定および関連情報につい 
て」を参照し、必要に応じて設定を行ってください。 


wO 「 M 旧 ACLE LINUX V 4.0 J のインス I ルをは、必ずバージョン 2.6.9- 
ito 42.26 AX む降の力ーネルをインス!ルしてください。 Linux ヴービスセツ 
卜をご購入のお客様につをましては、力ーネルアツプデートモジユールを 
「PP • サボートサービス J の Web サイトに公開しておりまず。 


上で、シームレスセツトアップは完了です。 



Linux サービスセットを購人された場合は、 Linux がホインストールの状態から「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを巧うために BTO (工場 
組み込み化荷）時と異なる設定で再セットアップを行う場合は、 「 EXPRES 雄 UILDER」DVD 
に格納されているオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨンサプリメントガイド丄 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメ 
ントガイド」または 「MIRACLE Linux V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照し、「マニュアルセットアップ」を巧ってください。 





